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林 業研究の国際化

まついみつま＊

松井光蕊
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はじめに

*林業試験場調査部長

林業研究分野での外国とのかかわりあいは，明治初年から盛んに行な

われた留学による新知識の導入に始まったといえる。新しい科学的知識

や理論は，わが国の林業が科学的基礎づけが行なわれるようになるきっ

かけとなったが，導入された知識や理論を，気候，風土の異なるわが国

の林業にそのままあてはめるわけにゆかないものが多かった。1905年

にIUFROの勧告にもとづいて計画された産地試験などは，極めて有

益な試みであったが，一方択伐天然更新などはわが国の環境条件ではな

じまないものであった。

わが国の造林の歴史は古く，1,500年代にさかのぼり，明治にはすで

に土着の林業技術も開発されていた。明治初期に発表された田中壌氏の

『日本森林帯諭』などは，自ら山野を踏査して行なわれた植生調査に基

づいてまとめられたものであって，現在においても通用する立派な業績

である。海外留学はひき続きますます盛んに行なわれているが，導入さ

れた知識や理論は，わが国の環境や森林状態に則して，わが国独自の学

問体系への樋として役立てられるようになり，現在では，林学研究も先

進国に互するに至っている。

最近では，発展途上国に対して，わが国の林学，林業技術を輸出する

段階に入っているが，これもまた，環境や森林状態の異なる所への輸出

となるので，そのままではあてはまらないものが多い。とくに技術以前

の問題として社会環境の相異に対する十分な理解なしには，輸出される

技術の定着はおぼつかない，そのため，単なる輸出ではなく，相手国の

森林や環境の研究が伴わなければならない。いわゆる研究協力である。

一方，国際的な知識の交流が進むにつれて，先進国間においても，そ

れぞれの自然環境，社会環境，森林状態にあわせて独自の研究が進めら

れており，現実の林業に対する理論の当てはめには大きな相異のあるこ

とがわかってきた。したがって，知識や理論の導入にあたっても，その

背景にある考え方について，お互いに議論すること，とくに，多くの異

なった条件の国々 との間での討論が，自国の将来の林学研究の方向を定

めるうえで極めて有益であることが認識されるようになってきた。最近



国際的な研究集会が多く開かれるようになったのも，このような事情が

あるものといえよう。簸近は，とくに，社会情勢の変化が激しいため，

その変化に対応して新しい研究課題の設定が多くなりつつある。たとえ

ば，環境保全対策などは先進国はもちろん，発展途上国においても重要

課題であり，研究は急がれている。このような広範囲にわたる大きな

研究課題を短い期間で解決するためには，国際分業が必要であって，そ

の而からも研究の国際協力はますます重要になってきているといえる。

研究協力にもいろいろのものがあるが，研究協力を研究者だけの知識

交換とのみ，いい切れない面が現われはじめているように思えるので，

いくつかのものについて，その実情を考えてみたい。

1つは，先進国同志が相手側の優れた知識や技術を導入するために，

研究者を招へいしたり，交換したりするものがある。いわゆるフェロー

シップ制度で，広く行なわれている。大学や科学技術庁などが予算を持

っていて，応募者の中から資格審査をやって受け入れるものであるが，

受入れ側は受け入れた研究者を満度に利用しようとするが，林学のよう

に野外の現場を必要とする分野においては，利用される研究者にとって

も大きな収穫があるのが普通である。また，自国では習得困難な知識や

技術を導入するために研究者を海外へ派遣する，いわゆる留学制度は古

くから実行されている。これも先進国間では，派遣された研究者は相手

側の知識や技術を修得すると同時に相手側にも利用されるのが普通で，

フェローシップ制度と同様，お互いにメリットがある。このようなケー

スは，研究者相互の知識の交換といってもよい。

その2つは，2国間会議で，天然資源に関する日米会議の中の森林資

源部会がこれにあたる。お互いの科学知識を交換しつつ，これを行政に

役立たせようというものであって，お互いの行政上利害関係の対立する

ものを直接かみあわせる前に，科学上の問題として知識と意見を交換し

ておいて，十分な相互理解の上に立って共通問題について協力しようと

いうものである。このような会議は科学技術に関する会議ではあって

も，行政部局との-'一分な連絡の下に行なわれなければならない。類似の

会議が，日加，｜ﾖ独，日仏などで検討されていて，研究交流，科学技術

交流も，研究者のみの問題ではなくなってきている。

その3は，発展途上国との関係である。多くの先進国は，発展途卜国

の研究者や技術者を招へいして，教育，訓練を行なったり，技術者を派

遣して現地での技術伝習をしている。さらに発展したものとして，器材

供与したり，現地における開発企業に対して，所定の調査を行なって国

が資金援助をしたりしている。現在では，国際協力事業団の仕事に総括

されているものである。ここにも,研究者や技術者が動員されて,直接相
グ

手国の人々と接触する。ここにも研究者たちにとって頭の痛い問題があ

る。研修生に対して，わが国の研究者たちは，高度の専門知識を教授し

3

研究協力の現状
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IUFROの現況

》蝉

ようと努力するのに反して，受識生たちは浅く広く，しかも，自国に対

して，また，自分自身のためにすぐ役に立つことを習得したいと希望す

るものが多い。さらに，研修生は，本国では選ばれた上級の階級の人々

であるのが普通で，理論的知識の修得jこは熱心であるが，手に泥して現

場技術を習得する習慣がない。したがって，わが国の研究者が教育に熱

心であればあるほど，相手側の不満が大きくなることが間々ある。すな

わち，善意に満ちた誤解がもとで多額の国費を使って反日家を養成する

場合も無しとしない。

また，わが国の高度な技術や器材が，そのまま現地に適用できないた

めの無駄も多いと思われる。このようなギャップをうめる役目を果たす

人々の養成が必要で，これを怠るとほかの先進国に互していくことがで

きなくなってくることが懸念される。国際協力は国のプロジェクトで‘あ

って，国民的な理解と協力が必要な大切な仕事であると思われる。

その4は，国際学会である。最近は国際学会の種類も開催頻度も非常

に多くなってきた。結構なことであると思う。しかし，国際学会が日常

的なものとなってくるにつれて，これも，学者たちのサロンとだけ言い

切れない様相を呈してきている。われわれに関係の深いIUFROの現

況について，すこし詳しく述べておきたい。

IUFROは国際林業研究機関連合と称し,1892年に設立された国

際組織であり，日本は山林局が1903年に加入している。当初は，加入

国も少なく，専らヨーロッパを中心に研究情報の交換，林学用語の統

一，共同試験地の設置などが活発に行なわれた。その範囲内では，研究

所相互間の持ち回りで円滑に運営されたと考えられるが,IUFRO

は，戦後急激に規模が大きくなり，現在は，参加国数77,参加研究機

関288,関係する研究者数は約7,000人に及ぶに至り，その運営につい

ては，それなりの対策が必要になってきた。

本年オスロ市で開催された161副総会において採択された決議文から，

IUFROの当面の課題をひろってみると,1.世界の人に1急増にともな

う木材需要の哨大，土地利用の競合に対処するため，人工造林の拡大を

含む森林生産力の増大が急務であり，これには，組織的研究が重要であ

り，とくに発展途上国に関係した研究が必要である。2.森林・林業の社

会に対する貢献度を客観的に評価するための研究を進め，土地利用の合

理化に資することが必要である。3.将来は，より少ない林地からより多

くの林産物の生産が要求されるから，森林生態系に関する世界的な研究

が必要である。4.掠奪的開発により土地生産力の低下したところの対策

研究，5.多収性・対病性育種と，種子，苗木の身元保証に関する国際協

iJ｡6.大陸間における有害病虫に対する検疫処置の改善。7.新作業方式

と機械獺の開発に際し，作業員および公衆衛生に対する研究強化◎8.立

木，土地，風景に対する損傷の股も少ない伐採作業の研究，9.立木処分



により林業経営者が不利雑を得ないような行政システムの研究。10.熱

帯における未利用資源の利用開発，11.木材の完全利用技術の研究，

12.木材関連工場の環境安全および労働埜準の研究｡13.研究情報の保悩

と利用を便にするための国際システムの確立，14.森林が人類の福祉に

果たし得る貢献度を高めるために，研究機関は行政管理機関の助けとな

るような研究プログラムの設定に努力する。

以上は要約であるが，森林資源は世界共通の研究課題であることを物

語っているわけで,研究の国|際協力は,すでに日常活動の中に組み込まれ

ているといってよい｡そこで各国の対応をみてみると,IUFROの活動

には，農林省または林野局が積極的な援助を行なっている。IUFRO

の事務局については,オーストリア農林省が,オーストリア林業研究所の

1室と2名の職員を提供している。米国で開催された第15回総会には，

米国山林局が中心になって，その準備および実行にあたった。今回のノ

ルウェーの第16回総会は農林省が中心になって，国およびこれに準ず

る予算を用意して開催にあたった。また，総会に参加した国の多くが，

研究管理者や行政部局の関係者を派遣した。

このような事実は,IUFROが政府間磯関ではないことを考えると，

一見不思議に見える。IUFRO自身も，学術研究が各国の異なった政

治に左右されることを避けるために，政府間機関であるFAOとは独立

して，科学技術上の共通問題についてのみ分担協力する方針を堅持して

いる。にもかかわらず，各国政府がIUFROに熱心であるという事実

は，森林政策が国内的にも隆|際的にも科学技術の国|際交流がなくてはな

らないものになっていることを物語っているといえよう。また，資源問

題としてとらえた場合，各国間に当然利害の相反することがあり得る。

このような場合，あらかじめ科学技術の問題として知識の交換をしてお

くことは，問題解決に極めて有効であると考えられる。とくに，天然資

源に乏しいわが国にとっては，わが国が持っている高い科学技術水準を

もって，研究の国際交流に職種的にとりくみ，貢献することは極めて重

要なことと考えられる。IUFROの運営も参加国の増加に伴ない，重

要な意志決定には，各国1名あての代表で構成される評議員会によるこ

ととし，業務の執行のためには理事会を設けているが，その理事は，世

界を9地域にわけ，各地域を代表するように評議員会で選出される。従

来，わが国は地理的な理由もあって，先進国でありながら必ずしも十分

な没判分担をしてきたとはいえない。次期日本総会を期に，日本からは

剛会長をはじめ，各研究グループの責任者として少なくとも15名の研

究者が指名される逆びとなって，ようやく林業研究の面でも国際社会へ

互す段階に入ったといえる◎

残るは，官といわず，民といわず，日本林業界を挙げて，世界の中の

日本林業を定着させていくことになると思う。＜完＞

戸

、

新段階への日本の林業研究
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■第16回ユフロ世界大会

大会運営準備を中心に

山根明臣

有光－登

はじめに

ユフロ（国際林業研究機関連合）の第1.6回大会

は1976年6月20日より7月2日の間，ノルウェ

ーのオスロ市を中心にして開かれた。65カ国よ

り約1,400人が参加し，前回1971年のゲインス

ビル（アメリカ）大会の約700人に比べ，参加

国，人数ともに著しく増加し，盛会であった｡､こ

の背景には，林産物需給関係の国際化，および森

林のもつ多方面にわたる効用が地球的規棋で高く

評価されつつあるといった情勢のもとに，林学研

究の国際交流，協力の必要性が高まっているとい

う事実があるが，主催国林業関係者のなみなみな

らぬ努力熱意に負うところも多い。

世界における日本の経済的・林業的地位と，林

学研究および林産物需給に必要な国際的協調から

みて，このような大会を日本で開催することに大

きな期待が持たれていたが，ここ数年関係各方面

で検討の末，次回大会を日本で引き受ける意向を

固めるに至った。ユフロ大会といわず林学関係で

は国際会議に出席した人は限られ，また日本で開

催した経験もほとんどないため，今大会には国際

会議の運営や雰囲気を知る意味で，なるべく多く

の人が参加するよう努力した結果，日本からは林

野庁，林業試験場から松井調査部長（ユフロ評議

員）をはじめ20名，大学関係では佐藤教授（ユ

フロ理事)，木梨教授（学術会議派遣代表）外約

20名，県林試等より約10名の計約50名の参加

をみた，筆者ら（ベルギー留学中の八木氏ととも

に3名）は，一行より1週間前にオスロに到着し

て，今回の大会準備，運営の実態を調査すること

になった。

｜』悩の違い，その時の世界情勢によって，大会

のやり方には相当の違いがある。この意味ではノ

ルウェー大会の経験をそのまま引き継いでわが国

の次回大会に生かすというわけにはいかない。だ

がユブロ創設以来はじめてのアジアでの大会に，

その目的が十分に達成され，成果をあげるために

は，これまでの大会の不足を袖い，良い面はさら

に生かしていくといった積重ねが必要であろう。

その意味でここでは筆者らのオスロ大会準備運営

調査の要点を述べて大会の概観を把握していただ

き，次回日本大会に向けて，いささかなりとも関

係者の参考に供することができれば幸いである。

オスロ大会の概要

1971年の第15回ケインスピル大会で,第16回

大会をノルウェーで開催することが決定した。ほ

ぼ5年ごとに開かれるユフロ大会は，ユフロ本部

とは独立に開催国ですべてを逆鴬する。1971年

秋同国では準備に着手し，まず大会組織運営連絡

協議会(CongressCouncn)が設置され，議長以

下議員15人が農林大臣によって任命された。こ

れは大会運営に関する最高の決定機関で，1972年

に第1回，以後年2回くらいの間隔で開催され

た。議長には林野庁長官が任命され，大学総長，

事務局長，林業試験場長，林産研究所長，林学会

会長,lll林所有者協会会長，をはじめ山林労働者

組合議長，若手研究者代表も加わって，文字どお

り林業界の総意を結集して大会準備に取り組む態

勢をつくりあげた。サムセット・ユフロ会長もメ

ンバーとして加わっている。



この協議会には理事会が置かれ，議長には元林

試場長のブラース氏が就き，サムセット氏をはじ

め協議会の主要なメンバーが理事になって具体的

な企画を行なった。この下にエクスカーション部

会・財政部会および大会部会の3部会，さらにこ

の下に各種委員会が設置されて準備作業を実行し

た。部会長は協議会メンバーがあたっている。

エクスカーション部会は1973年に設置された。

コース選定の基本方針として，専門分野・林業一

般・観光その他の3本柱をたて，それぞれのコー

ス内，あるいはコースそのものにもそれら3本柱

を適宜配置して，18コースを企画した。専門的

には会議の延長としての現地検討会の性格を持た

せ，現場をみながら論議を深めることのできるよ

う説明資料が用意され説明者の手配がゆきとどい

ていた。各コースごとに小委員会を作り，委員長

のほかに研究面の主査とその他を受け持つ主査の

2者をおき，コースごとの案内薔を作成した。主

査および委員長には国および県の行政関係職員が

配置された。委員長は旅行期間中行動を共にし，

引率責任者の役も果たした。最短3日,最長6日，

ほとんどが4泊5日の日程で，バスを主にしたも

のが多かった。バス1台には35名まで，1コー

スにつき2台まで，1コース20名以下の申込み

では中止といった方針で希望を受け付けたとこ

ろ，約500名が参加し，ほとんどが第1希望のコ

ースに参加することができたという。結局理事会

7

コースを含めて16コースが実行された。昨年の

フォレスターズウィークで林業関係者が集まった

機会に，責任者・主査を集めて旅行研修会を開い

たというから，外国人の受入れにはかなり気を使

ったもようである。バスの中，夕食後など専門家

同志の話がはずみ，しかも適当に息抜きの観光的

行事も折り込まれ，愉快に有意義な数日を過ごせ

たのは，このような周到な準備のおかげであろ

う。なお同伴夫人のために特別なプログラムは予

定されないことが普通であるが，夫人参加のある

コースには必ずノルウェー側でも何人か夫人を同

伴させてホステス役を果たすよう配臓された。

財政部会は林野庁長官セイブ氏を長に主に協議

会メンバーで構成され，各委員会で算出した必要

経費をもとに予算を作成した。表にその概要を示

した。金額そのものには経済事情の違いがあって

意味が少ないが，この種の大会経費および財源に

関する外国の1例として興味あると思われる。予

算総額は約1億円で，各項目に含まれる主なもの

は備考に記入してある。事務局経費の大半は人件

費で，この秘書のオスワルド氏はいわば事務局長

として協議会以下主要な組織の秘書を勤めた若手

研究者である。本調査も彼からの間取りによるも

のがほとんどで大会日報でも紹介されたようにサ

ムセット会長とともに大会運営の要となってい

た。項目6の会議サービスセンターとはオスロ大

学のスチューデントユニオン(自治会･運動部文化

Lさ会組織連鴬述絡協議会｜，“外'5禍および秘,1l

18コースごとに

l小袋間会

｜理ツド会In'!'1蝶外5橘および秘諜

|エクzカーシ雪ﾝ部会’｜財政部会’｜大会部会｜
｜部会長外6“よび｜総会長外6満…鶴il$ 部会長外3名および錨lド

秘j!f
|｣lf務局｜

|‘賑擢と'二｜
姿貝腱 lijF究部姿側会||会場設i綱‘怖霧貝会ll大会進行準備委員会|IPR委仙会｜研究面主炎

一･般曲主炎一プロシーディングス一受付・盗録．同時通訳

’6部会’ー会場設伽一配布黄料調達,作成
一タイプ・競択一大会日報作成

’37分料金’一ユブロFl1行物腔承一大会場飾付･式進行
一同時通訳受侭機および一招待パーティー
投影機一会場バス，宿拍，食21F

大会準備組織図－，厚真
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経 費
項 目金額(NKr.) 備 将

大会設備準備委員会

大会進行準備委員会

PR委員会

エクスカーション部会
蕊務局経費

会議サービスセンター手数料
その他

合計

プロシーディングス印刷

{郭'ｮ瀞｜釜雛良同時通訳'レセ
１
２
３
４
５
６
７

323,000

580,000

5，000

200,000

545,000

156,000

31,000

1,840,000

案内黄料作製，現地検分

秘普人件費
146×1,000人十50×200人

財源項 目金額(NKr.) 傭 老

林野庁

農林省科学研究費
林業改善合理化埜金
代採収益拠出基金

大会参加費

合 計

１
２
３
４
５

600,000

200,000

200,000

300,000

540,000

1,840,000

500×1,000人十200×200人

寺101,200,000円(1NK1･.=55円）J当UJLムー．一ユュ。●vLノ1Jノ

表大会経費および財源

とが多いが，ユフロの研究グループの役員として

すでに多くがノルウェーから参加していて，主催

国の特性が反映できるように考えられてある。

会場設備準術委員会は主に大会開会までに準備

を完了したものが多い。プロシーディングスにつ

いてはいろいろの意見があったが，結局事前に部

会ごとの分冊で印刷することになった。各会場に

はスライドおよびオーバーヘッドプロジェクター

を用意し，大会場には同時通訳用のボックスを設

け，参加者はチャンネル切替えのFM受信機で

英，仏，独のうちいずれかを受信する。タイプ・

翻訳係では会j’1中の日報ほか必要な文沓:を作成す

るタイピスト6人，翻訳係3人，コピー係2人を

配置した。大会進行準備は主に開会後に活動する

部門といえる。登録受付係では学生アルバイトを

使い，各人の部会，旅行コースによって手渡す資

料が異なるため，前もって氏名入りの袋に入れて

おき登録時に手波すように準備してあった。同時

通訳は5人1組，2チームをオーストリアの会社

に依頼した。会期中同時に2カ所で必要になるこ

とがあるためである。同時通訳の行なわれたのは

開会式,全体会議,評議員会,部会全体会議閉会

式であった。配布資料としては会議関係のほか，

ノルウェーの腿I,林業に関する沓:物等があり，特

に林業に関するものは本大会を契機に新たに作成

したという。大会日報は月曜から金暇まで毎朝，

部会・生協等の機能の各一端を果たしているので

あろう）に属する機関で，オスロ大学を会場にし

て開催する内外，大小の会議の設営を請け負うも

のである。本大会でも大会案内発送，申込受付等

はこれが行ない，登録時の参加費払込みもこの窓

口を通し，受付係では金銭は取り扱わなかった。

宿泊予約等もこのセンター経由で行なうなど，小

規模な会議ではすべてを任せて会議開催が可能だ

という。今回は1人当たり146クローネ（同伴者

は50クローネ）の手数料を支払っている。

本大会ではFAOが開発途上国の研究者，特に

若手の参加を促す意味で援助を行なったが，盗金

はNORAD(ノルウェーの海外技術協力事業団）

が負担した。大会開催には関係機関より物的・人

的サービスがかなり提供されており，もし金額に

換えてみると,NORADの場合等を含め予算に

表われた額の倍にはなろうと推定されるが，広く

各方面の協力なしには運営は困難であろう。

さて会議の進行に直接関わりのあるのが大会部

会で，4分野に分かれて活動した。研究部委員会

の下にはユフロ6研究部会のそれぞれに対応する

部会をおき，部会はさらに4～8の専門ごとの分

科会に分かれてプログラム作成，および会場整怖

に際してのユフロ部会長の窓口となった。大会中

の研究発表等のプログラム作成はユフロ部会の仕

事で，ノルウェー側はそれを補佐するに止まるこ



英・独・仏語で発行され，プログラム変更，各種

の案内が掲載されていて，会議全休の進行には欠

かせないものである。

会期中3度招待パーティーが開かれた。開会日

の夕刻オスロ市長招待の歓迎会がシティーホール

で，夏至の23日には夏至祭を祝って大型ポート

2隻に分乗してオスロフィヨルド中ほどにある島

（もと要塞のあった島で，古い城と砲台がある）

にピクニックに招かれた。閉会式の後の夕食会は

農林大臣の主催で，参加者一同大学の食堂に会

し，余興に各国参加者を前壇に集めて歌を歌わ

せ，大へんに楽しい雰囲気の夕食会であった。次

期開催国の日本は2番目に指名され，全員集まっ

て相談の結果木曽節を歌ってその場をすませた

が，とっさにどの歌が歌いやすくかつ聞きよいか

わからず困ったことであった。

会場には毎朝夕主なホテルからバスが運行され

たが，遠方の分は有料である。写真係は専門の写

其家が総会，レセプション，部会参加者全員の記

念写真等を撮り，希望者に有償で頒布した。PR

委員会は主に報道関係との対応を受け持ち，会期

中記者室を設けて積極的にPRを行なった。

閉会式では次期第17回大会の日本での開催決

定，新役員として会長リーゼ氏（西独)，副会長

佐藤教授ほか新理事の紹介，大会勧{i了文の採択等

が行なわれ，1週間にわたり朝9時から夕方6時

まで33会場で開かれた会議の燕を閉じた。翌27

日からは各コースごとにエクスカーションに出発

し，それぞれオスロ市他で解散していった。

本大会はこれまでにもまして主催国関係者の努

力，熱意は格別であって，細部までゆきとどいた

配慮に感激させられた。

おわりに

紙数の都合で全体会議の特別識演で示された大

会の麩調テーマ「世界的資源帖澗時代の林業」に

関する考え方や，勧告に盛り込煮れた各種の対応

策等重要な事柄について書き残したことが多い

が，ご了承を得たい。

（やまねあきおみ・林業試験場保謹部）

（ありみつかずと．林業試験場土じよう部）

難馴回…世界”
ノルウェーを

訪ねて

川名明
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IUFROの総会については諸先生が別に書かれ

るので，その周辺の事情を述べるようにとのこと

である。私はスカンジナビアは2度目であるが，

好きな国々である。その好きな様子を記せばよい

と考えておひきうけした。

日本はポドソルの土壌に針葉樹が林をつくり，

砂丘にハマナスの咲く北海道から，赤色・黄色の

土に常緑広葉樹林が繁り，河口にマングローブが

すむ沖縄まで南北に長く，いろいろの所がある。

これに対し，世界には偏乾性の気候があって，わ

が国で想像できない土と植生をみせている。こう

いう立場からすると，スカンジナビアの山野はわ

れわれが考えられる範囲内の，より北方の森林で

あり，泥炭地である。しかし私たちは，厳しい気

候にかかわらず人々の英知と努刀とによって世界

の福祉国家として繁栄する姿に注目し，その自然

とのかかわりあいについて思いを蚕さねばならな

い。

すでに昭和50年にフィンランド訪問記を書い

たが，そこに強調したのは緑の中にたくましく生

活する人々の姿であった。これは東京都の半分に

満たない人口の中からオリンピックのたびに有力

な選手がでる素因でもある。スエーデン体操，デ

ンマーク体操などわが国でもよく知られている

が，フィンランドの人々は最も古く体操を発達さ

せたのは，フィンランドであるといっていた。眼

は青く髪はブロンドであることを誇りにしてい
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て，血液はヨーロッパがまじりこんでしまい麓が

ら，アジア系の言葉と文化とをもち続けているこ

とに心をうたれたのである。

ft界の人口分布は土壌の肥沃度保持力に従うこ

とが多く，古い商業都市国家，近年の交通手段の

発達による産業・人口の集中などはあるにしても

人口の希薄な地域は食綴生産の維持がむずかしい

ことを意味している。

ノルウェーは日本とほぼ同じ面秋にわずか400

万人足らずが住んでいるにすぎない。人の生活を

支えるには相当きびしい環境であることを示して

いる。3Fすなわち森と水力と魚の国であるが，

近年，北海に石油資源が見つかって現在の年間消

写真･1北の町の夜11時半

費の数倍の生産ができる見通しであると意を強く

しているようである。フィンランドでさえそうで

あったように，ここも金髪，碧眼の人が多く，80

影を占めるという。また長身，長寿の国としても

知られている。

スカンジナビア3国の地形は西に高く隆起し

て,東が低く,数キロメートルの厚さの氷河がとけ

たあと,さらに少しずつ上昇しているという。ノル

ウェーでは，海岸に山が迫りスエーデン側に緩傾

斜で下り，森と湖の低地の国フィンランドに続い

ている。写真･1に夏の夜の11時半のSteinkier

の町の様子を示す。いわゆる白夜の国である。早

く店が閉まり，ぞろぞろウインドウショッピング

をしていた若い兜女の帰ったこの時間は，まもな

く真っ暗になりそうで，東の空が明けてくるので

あった。ここが北練64度であることから,より

北方ではさらに明るいはずである。

このことはまた冬の長い夜を意味している。フ

ィンランドの北の地方で9月になると’昼間から

ヘッドライトをつけて自動車が走っていたので，

野と暗さに閉じ込められた冬のトナカイの採餌に

ついて質問をしてみた。何とか見える明るさであ

ってコケなどを掘りおこして食べてはいるが，栄

縫失調になるのは否めないとのことであった。

こういうところで国の体制を維持し，高い生活

水準を保つことは容易ではない。とくに，総人口

が少なく，密度の小さいことから国防についての

平均の負担が大きいことが想像される。

習冒蓬墾寺－－高_屋一一ゞ

写真･2商原の駅前の森林限界

日本，アメリカあるいは最近のポーランドなど

とならんで，林地肥培のさかんな国々の中で日本

とともに早くから取りくんでいる。小型機による

施肥がしばしば行なわれ，国道が発着場になると

されていたが，行ってみてはじめて飼道の特定の

一部が飛行場としての意味をもつことの理解がで

きた。

森林の効用や，林業の役割はいろいろ論ぜられ

ているが，人口分散，国防などの意味が考えられ

ているようである。したがって林道その他の投資

も同家的見地からなされ，スエーデンの王立林業

大学の移軽も人1~1分散の一つの手段となる。厳し

い気候のこれらの国で北へ移動することが，どれ

だけたいへんなことであるかは想像できるが，あ

えて実行しているのである。日本の過疎地帯の林



業投資も人口問題，レクリエーション，文化，保

健などの意味を含めて国家的に考えるべきであろ

う。

腱業人nは7.8％，林業0.6％で，ともに減少

しつつあるが，耕地面積が小さく，兼業農家も多

い。手厚く保護されているという農業の規模は小

さく，ライムギ，馬鈴薯，牛乳，肉，卵などが生

産され，多くの面積が飼料および放牧用につかわ

れている。

森と滝と魚の国であるというノルウェーも森林

は意外に少ない。日本の緑が損なわれ，乱開発で

森林が少なくなったと報ぜられることが多いが，

日本はフィンランドと並んで世界の先進国の中で

写真･3スエーデンの皆伐更新

の緑の豊かな森林国である。スカンジナビアの

国々では，森林資源は将来石油に匹敵する重要さ

をもつとして造林に力を入れている。とくに排水

を含む林業の機械化および林地肥培の面積は世界

一であると誇示しているフィンランドの林業には

目を見張らせるものがある。また古くから生理，

生態とむすびつけ,土壌,育種の研究のすすんでい

たスエーデンの林学にも見るべきものが多い。ノ

ルウェーはこれら2国にくらべると，ややおくれ

ぎみである。写真・2に示すように北にかたよる

か標高があがると森林限界がすぐ目の前にあり，

また氷河は山をけずり，岩を裸出し,U字谷壁も

土をとられて長いフィヨルドに連なっている。森

林の土壌はよい所が多いとはいえない。国土面積

は日本と大差ないが，森林面職は30影をわって
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いる。農家林は2/3で，国有地，大企業所有地が

その他を占めている。森林蛤の組織が発達して

いて，私たちも組合立のプレハブエ場を見せても

らった。木材を豊富に使った暖かい家がうりもの

のようであった。

深い谷とフィヨルドはフローティングによる木

材運搬を有利としていたが，近年林道が多くつく

られ，鉄道とともに主役を交替しつつある。ここ

はノルウェースプルースとスコッチパイン，それ

に広葉樹のシラカバだけの国であり，乾いた所は

マツ林でポドソルに有機物のしみこみが少なく，

表面には地衣類が生えている。よい土ではポドソ

ルの下のB層上部に有機物が入り，色も濃く，ス

プルースが成林する。いずれもC/N率が高いの

で，表面に窒素肥料を施用するとその効果が大き

い。その点，燐酸欠乏地帯と窒素欠乏地帯とを考

えなければならないフィンランドの泥炭地よりは

単純である。

森林のよい所もあるが，悪い所も多いノルウェ

ーで年間3万haほどの造林がなされている。造

林適地が少ないことからみると和当の面積であ

る。スカンジナビアについて天然更新，自然保謹

が過大に考えられることも多いが，この国に限ら

ずスエーデンでも写真・3のように，大面積皆伐

がみられるし，フィンランドも広く造林が行なわ

れている。伐期は50～100年としているが，若い

林として下草を問題にして案内された林が,40年

生であったことからも伐期は相当先になるものと

考えられる。

ここでふたたび健康問題にふれたい。太陽に恵

まれないこの地方の人々にとって，夏の日光浴は

大切である。また狩猟民族の子孫で森林に親しみ

をもっていて，夏のバケーションは海や山に出か

け冬はスキーをする。狩猟や魚つりも大きな楽し

みであり，フィンランドでは湖畔のサウナもまた

大事なレクリエーションである。オスロ周辺にも

無数のスキー|､レールがあり，夏はこれが遊歩道

になっている。若い女性が白い素足で歩いている

のをみて驚いたこともある。このように，森林を

媒介として自然の中のレクリエーションが発達し
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ていることは，この地方の特徴であり，健康とよ

い,体格の源泉でもある。

福祉の国で，国民一人当たりの収入も多いがま

た高い税金の国でもある。案内書には年間10万

クローネ（約500万円）の人の所得税は独身者で

45.8％，家族もちで37.5影であると記されてい

るが，訪れた工場の大学出の技術者が約10万ク

ローネの中から,60%以上がとられていると聞い

た。これは税金以外のものも含まれているかもし

れないが,大変なものである。店頭の商品には20

％前後のセイルスタックスが加わっている。私た

ち日本の生活より大分苦しいようである。これら

の税金は手厚い福祉のほかに国防費や政府・大公

使などの必要経費として少ない人口にかかってき

ているのである。

店の開かれている時間が短く，大変不便であ

り，泥酔者が長い夜をもてあまし，若い人が自由

を享受していることに行きすぎを感ずることもな

いではないが，文化の伝統をもち，貧富の差の少

ない，労働者の恵まれた国であるといえよう。1

人当たりの重い税負坦はまた有能な人々の流出と

出かせぎ労務者の流入とをまねくことにもなる。

愛すべきスカンジナビアの国々はこれからどうす

るか考えなければならないlllfにあるといえよう。

このことは福祉国家を目ざす私たちの問題でもあ

る。

最後にIUFROの大会が盛大であったことは他

の方が書かれるであろうが，これを開いてくれた

ノルウェーが上記のような|卿であることを考えて

いただきたい。私たちは同じ火会を5年後に迎え

ようとしている。北欧の人口の少ない国が世界の

林業・林学にサービスしてくれたことに感謝する

とともに，日本も一致協力してできるだけのこと

をして世界の資源と環境のために，貢献しなけれ

ばならないと思うのである。

資料

1）川名明：フィンランドを訪ねて，農林教

育研究会報,No.9:3～7,1975

2)FactsaboutNorway,1975～1976

（かわなあきら・東京農工大学）

難≦'･回ﾕー･世界素≦
フィヨルドと森林と

千葉宗男

1.はじめに

ll1岳とフィヨルドの国，真夜中の太陽，バイキ

ングの末喬たち，そしてジャンプスキーのメッカ

・ポルメンコーレン等々，誰でもが一度は訪れて

みたい魅力にみちた国ノルウェー，幸い第16回

IUFRO世界大会がオスロー市で開催された機会

を利用して，現地滞在2週間だけのあわただしい

旅ではあったが，ノルウェーの自然と生活の一端

を垣間見ることができた。タンザニヤ，ガボン両

国の参加者を含む13カ国43名の人たちと一緒

に，学会エクスカーションで訪れた北極間の入

口，ノルドラント・トロムス両州で見聞したこと

を中心にして2，3感想をのべることにする。

2．フィヨルドの国

フィヨルド，それはノルウェーの自然を語るの

にもっともふさわしい景観だろう。

フィヨルドといえば，氷河の侵食，陸地の沈降

および氷河期後の海水而の上昇の諸作用によって

できた，細く長く樹枝状に分岐して，内陸に深

く，複雑に入りくんだ入江と，それを囲む数十，

数百mの断崖，蒼く深く静まりかえった水面など

が想像される。現実にもベルゲン市を中心とする

南西部地区のフィヨルドは全くそのような景観だ

といえるが,北極圏のそれは入江の幅力白やや広く，

両崖岸も断絶壁というよりも，むしろ低い丘に囲

まれているという感じであり，海面もやや青黒

く，波立ってはいるが，それほど荒々しさ，陰ウ

ツさは感じられない。緑の山々に囲まれているせ



鮭と少年マルセルの滝で
奥のILi岳地帯は

荒削りの巨大な岩1l1で，そこには今なお多数の氷

河が残っており，夏日には大きな滝となって，露

岩の荒々しい断崖を数|･’数百mも水しぶきをあ

げて落下している光景はきわめて壮観であり，こ

の水が各所で渓流となって，この国の豊富な水の

供給源となっている。

また浦に|には，氷河の巨大なエネルギーによっ

て押し出された堆職物でできた大小無数の島々が

ならんでおり，入江ぞいの低地を曲がりくねって

進む道を，車で走りぬけるだけでは，どこが入江

の入口か奥か，海か川か湖かの区別がつけにくい

ほど，海と川と湖と，そしてそれを囲む山々とが

混然一体となって，駄繁では表現しえないスバラ

シイ景観を総成している。

入江の奥の山間のわずかな平地を耕して作った

草地には，3頭あるいは5頭，牛がノンビリ草を

食んでいるほかに人影も少なく，緑一色の自然の

中にごくまれに，なの花が色どりをそえているだ

けであり，野菜類の畑はみられないが，家々の庭

先や窓辺にはゼラニュームその他色とりどりの草

花が飾りつけてあり，住む人たちのやさしい心根

が強く印象づけられた。

3，ミッドナイトサン

国土の1/3が北極圏内に入っているので，真夜
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中の太陽をどこでもみることができる。

ミッドナイトサンの光景は，印象深いというよ

りも，何かしら奇異の感のほうが強い。薄暮の状

態が長く，午後10時になっても窓辺近くでは燈

火なしでペンがとれる。ポデェー市の宿舎の窓か

らみていると，午前0時，それまで少しずつフィ

ヨルドの1I1の端に肺かに沈んでいた赤機色の太陽

が’四の空に一旦l聯止し，ふたたびおもむろに昇

りはじめる。夕焼けがそのまま朝焼けの茜空とな

り，海も111もこの光をうけて次第に明るさをま

し’近くの森では1時すぎには小鳥がにぎやかに

I卿りはじめる。西の噸に沈んで束から昇る太陽を

みなれている者にとっては，昨日と今日とのけじ

めがつかず，なんとも摩訶不思議な現象だが，現

地の人々は，この長い長い黄昏を，思い思いに明

るく楽しんでいるようだ。庭先やテラスでユック

リ時間をかけて家族全員で食事やゲームを楽しん

だり手を組み合って，あるいは静かに，あるいは

快活に散歩を楽しんでいる老若のカップル，人間

も小鳥も皆生き生きと明るく白疫を楽しんでいる

のがみられる。いったいこの国の人や小鳥たちが

イキイキとしているのは夜の長い冬期間に「寝だ

め」しているせいなのだろうか。

4．レクリエーションとしての魚釣り

海・山・(l然に恵まれ，魚類・野生鳥獣も多

く，釣・ハンチングをはじめ各種野外レクリエー

ションの場として自然をこの国の人たちは-l-二分

に活用，満喫している。フィヨルドの入江,湖,そ

して水最豊富な川，国内のどこにいても，サケ．

タラをはじめ’海水魚・淡水魚ともに豊富で魚釣

りが楽しめる（近年来北欧工業国から飛来する排

煙によって川・湖水が汚染され，酸性度が強くな

ってきたため魚族資源が少なくなってきていると

か)。研修旅行『'1も各所で魚釣り風景が鑑賞でき

たが，そのI:IIでもポデェー市郊外30km,ザルト

ストローメン瀬戸のそれは圧観である。ここはIIIg

150m,深さ30mの瀬戸で,1日4回,6時間ご

とに変わるi'lﾘl流は平均時速13km,この国鹸大の

急流であると同時に魚釣りの名勝とか。夕食後旅

行団全員でこの湘流見学に出かけた。午後9時，
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▲浅田信大教授とサルトスローメンの瀬戸で

Excursionメンバー記念撮影（ケリンゴイ州有林で）惨

風強く肌寒し,茜色に輝やく夕焼けを背景に,厚手

のヤッケを着込んで大人も子供もポラックやコー

ド（ともにタラの一種）のリム釣りを楽しんでい

る。11才のピーター君も私どものみている10数

分の短時間内に40cm前後の大ものを，たてつづ

けに十数匹も釣りあげながら，しかもなお，当然

といった顔つき，魚釣りの経験のない私でさえ手

を出したい気持になった（この願望は離散会のロ

フォンテーン島へのポート旅行の折に満たされた

が)。この国では，趣味と実益をかねそなえたレ

クリエーションとして定着しているようだ。

5．北緯69.地方の森林と林業

全国土而積の62％が不毛の山岳地で，森林面積

はわずかに21％余，その森林もオスローを中心

とする南部地区に集中しており，北極圏内では，

フィヨルドの奥の低凹地とそれに接する山脚部の

みに限られている。

南部の森林地帯ではフロラも豊富で，約2,000

種の植物が生育しているといわれるが，森林総成

種としてのドミナントは,1､ウヒとアカマツの2

種類だけで，まれにネズ，イチイなどの混生がみ

られ，また広葉樹類としては，トレムラポプラ，

インカーナハンノキ，ナナカマド，ヤナギ類，サ

クラ類のほか，やや耐寒性は弱いが，クロハンノ

キ，ナラ，シナノキ，カエデ，ハシバミなどの18

属20数種だけであるといえそうだ。

北西部の天然生林はほとんどがカンパの単純林

で，わずかに低地河畔などの条件のよい所にアカ

マツの老木の点生がみられるだけで，トウヒの自

_＝

日互

再'

｡弓

生はない。

カンパ林~ドの林床植生もきわめて貧弱で，コケ

類とエリカ（カルーナ属）の厚いジュウタンがモ

ザイク状にしきつめられた中に野バラ，ラップロ

ーズ，ラップツツジなどが白，赤，桃色の花をつ

けて色どりをそえているほか，岩場にはガンコウ

ラン，スミレ，イワナデン，リンネソウなどが，

また低平地ではキイチゴ，スグリ，ヤナギなどの

木本類のほかウマノアシガタ，ショウジョウハグ

マ，イチヤクソウ，ユキノシタ，リンドウ，ミヤ

マヒナゲシその他シダ類を含めて約40数種の草

本類がヒッソリと混生しているだけである。

年平均気温3.C(7月は12｡C),植物の生育期

間は6月初旬～8月初旬のわずか55日前後（ト

ロムソー市の6．C以上の継続日数は112日とな

っているが，8月初中旬に降霜をみること多く，

夜の低温などによって生長休止が早い）というき

びしい気候，さらに林地の90%以上が強ポドソ

ル土壌であるということなどから，林木の生長は

きわめておそく，林地の推定潜在生産力の1/2～

1/5の低質カンパ林が海抜高100～250mの森林

限界付近まで広く分布している。この低質林の林

力増強のため官民一体となって，トウヒ（80％)，

アカマツ（20形）への樹種更改が積極的に推進さ

れている（年間8,000ha新植計画が約2倍の速

度で進んでいるとか)。

北極圏では，温度条件が制限困子となるため，

択伐，傘伐等による天然下唾更新は困難であり，

アカマツ林の一部に母樹作業類似の方法を適用し



ているところもあるが’原則としては皆伐一人

工植栽方式を採用している。

南北に狭長のうえ地形が複雑で，環境条件の変

動が大きいことから，種子産地問題が成林に決定

的な影響を及ぼすこと’早霜害防止のための育苗

時の短日処理，植林後の集約な保育管理，排水と

Ao膳の腐植化促進のための地表かきおこし,およ

び溝切り作業等々新技術を投入しての綴作業が積

極的に進められているが，なお多くの問題が残さ

れている。

、6．ノルウェー人気質

極寒の北海に全長わずか30m前後の簡素な木

造船で挑戦し’コロンブスより500年も早く米大

陸北岸までも航跡を残した海の勇者バイキングの

末喬たち○規律を守り，信義を重んじ，厳正な秩

序を保って豪毅果断に行動した勇者の血潮がその

まま，多かれ少なかれ，この国の人々に受けつが

れているようだ。

フィヨルドの奥の切り立った岩壁の-ドにわずか

に残された平地を耕し，厳しい気象と戦い，孤独

に耐えながら辛抱強く生きてきた先祖の梢進がそ

のままノルウェー人の純朴さ，忍耐.強さと勤勉さ

に反映されているといえよう。

教育程度は高く，合理的で商度の政治感党をも

ち，生活力の旺盛ぱ，誇り問いIM民性が，この資

源の乏しい，厳しく貧しい国土に，今日の近代的
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福祉国家を建設しえた根源といえよう。このよう

な風土と国民性が’アムンゼンやナンセンなどの

探検家を生み，詩人国家といわれるほど文学の盛

んな国をつくり，また音楽のグリーグ，絵画のム

ンク，彫刻のヴィーゲラン，そしてエレガントで

あると同時に素朴な味わいの深い工芸作品等のい

ずれにもみられるように，人間性に深く根ざした

文化芸術を築きあげえたものといえよう。

7．おわりに

北西部の林業研修旅行のメンバー43名中日本

人が6名いるという気安さもあったが，リーダー

をはじめ，旅行中に出会ったノルウェーの人たち

は’どの人もどの人も皆さんが誠実で，親切で，

しかもネパリ強く，遠来の客を精いっぱい歓待し

ようとする気持が，彼らの日常行動の一つ一つに

ハッキリ示されていて，感謝の気持でいっぱいで

あり，大変楽しい旅行であった。時差ボケのなお

りきらぬ状態での駆け足旅行のことゆえ，ピンポ

ケの感想になってしまったが，「機会をみてジッ

クリ訪れてみたい魅力多い国」の印象が強い。

岐後に身体の丈夫でない私が，強行日程の旅行

にもかかわらず’本当に楽しく想い出多い旅を満

喫できたのは，同行の諸兄のご援助とご協力によ

るものであることを記し，心からの感謝を申しあ

げる。（ちばむねお・岩手大学股学部）

ｲ11Ⅲ1ⅢIlllllⅢ111IlIlllIlI11ⅢlⅢIlIllllⅢIlllllⅢ11ⅢⅢ'11ⅡI|Ⅲ1111111ⅢllllIIilⅢⅢlIIIllⅢⅢⅢlllllllIIllⅢIllIIllllⅢ''111ⅢlIlllⅡ111IilIⅢⅡ1111111川ⅡIllIIIiⅡⅡ11Ⅱ111ⅡⅡ''111Ⅲ111ⅡⅡⅡⅢ111IIIIIlIII11ⅢⅡ111111ⅢⅢⅢ111Ⅲ111Ⅲ111ⅢIIllII

昭和52年度 1977年版

予約申込受付中
林；』林

署業使いやすさで定評ある 業：林業手帳・林業ノート

喬ノロ最新･各種林業統計資料,関係機関所在地等林業人ゞ手曾●

鬘1口欝職鰯鑿菫鴛簔償で配榊たします
必要な技術資料・情報多数収録

；卜 帳11月中旬発売予定〃

定価250円（〒共） 予定価格450円（〒共）

お申し込みは日本林業技術協会事業課へ東京都千代田区六番町7（〒102)TELO3(261)5281
,Ⅲ'1111,1Ⅲ111Ⅱ,!'Ⅱ1111,ⅢIilIIIIlⅢⅢⅡⅢ,Ⅲ,ⅢⅢⅢ,IⅢ1,Ⅲ,IⅡⅡⅢ1,1111,ⅢⅢ111,ⅡIⅡ,1111ⅢⅢⅢIⅢ''1ⅡIⅡⅢⅡ11川IⅢIⅢⅡⅢ'Ⅲ'ⅢⅢⅢ'Ⅱ'111Ⅲ''11111Ⅲ'Ⅲ111ⅡlIIIIIIⅢⅢIIIlIlⅡⅢIⅢⅢ111ⅢⅢⅢⅢ11ⅢⅡⅡⅢⅢⅡ'ⅢIⅡ1111ⅢⅢⅢI



16

シ＝』

戸 田良 圭
口

林業における

遺伝資源保全思想の変置

れたものと考えてよいであろう。

江戸時代に入り，スギの人工造林は各地でさか

んになったが，日本の大部分の地域では，天然林

の共同利用（いりあい）と天然力による林相の回

復とが,あいかわらず行なわれていた。しかし,伐

採の制限や禁止もまたしばしば見られ，これには

宗教上の理由による民間の自発的なものや，藩の

公樅力による，軍事上，狩猟の必要上（タカの営

巣地の保護),また資源培養上の理由によるものな

どがあった。これらに加えて，地形が一般に険阻

で，奥地の森林の利用が困難なこともあって，林

木各樹種の集団は，おおむねよく保全されていた

といえよう。

はじめに

生物の種およびその部分集団を「遺伝子プー

ル」として理解し，これを遺伝資源として保全し

ようとする考え方は，少なくとも日本の林業界に

は現在ほとんど浸透していない。世界的にみて

も，このような考え方が林学内部に生まれてきた

のは，ようやく1970年代に入ってからのことで

ある。しかし，これに近似する考え方や’結果と

して遺伝資源の保全となるような働きかけは，案

外古い時代にまでさかのぼれるように思う。

外国の事情については詳しく調査していないの

で知っていることを適宜付加するだけにとどめ’

わが国での動きを主に記述することにする。
明治以後,20世紀前半まで

江戸時代およびそれ以前における情況
明治維新により，古い公権力が倒れたあと，各

地の林政は一時弛緩し，森林の乱伐も行なわれた

が，新政府はまもなく森林の所有関係の雛理に着

手し，共有をも含んで，私有の事実が明確なもの

を除く全森林を国有とし，国民の自由な伐採を禁

止した。この過程には一部にかなりの行き過ぎが

あり，政府の反人民的性格のあらわれの代表的な

ものとされるのであるが，資源保全の面からは評

価しうる行動であった。

｜膿I日本には，林業経営の事実はあったが，それ

を体系化した林学は存在しなかった。そこで，ヨ

ーロッパ特にドイツの林学が導入され，林業経営

ならびに林政の規範とされたのであるが，この当

|I＃のヨーロッパ林学の視野の中に，過伝に関連す

るImはほとんど完全に欠落していた。樹木は生長

日本における木材の消費は，少なくとも弥生時

代までさかのぼることができるが，大都市におけ

る大量:消賀が16枇紀にはじまるまでは，森林に

対する侵害もあまり大きいものではなかったと思

われる。しかし，この間にも，マツ林の増加とい

うような植生の変化はあったようで，また，最も

利用しやすく，かつ天然更新の困難なスギは，各

地でその蓄積を減少し，特に表日本各地では，ほ

ぼ絶滅にむかったものと思われる。スギの人工造

林が15～16世紀にはじまっているのも，木材需

要の増大とあいまって，スギ蓄積の減少に影響さ

＊1976年7ﾉj7IJ,日本学術会議育種学研究連絡委員会

主伽「遺伝淡源保全に関するシンポジウム」にて発表し
たもの



する木材であり，森林はその木材質の蓄積であっ

た。樹種内には遺伝的変異はあり得ないものと信

じられ，したがって，タネは安価で発芽力の高い

ものが賞用された。

しかし，この時代の言論にも，遺伝資源の観点

から見逃せないものが若干は存在する。すなわ

ち，田中壌（1885）は，天然林に加えられる伐採

利用のために，利用価値の高い優良樹種が減少し

て不良樹種が多くなること，また，優良樹種でも

残ったものには樹型の不良なのが多いことを指摘

し，新保磐次（1896）も，須磨の海岸のマツ林を

例にとって，樹型不良のものが伐採をまぬがれて

老木として残存することを述べている。これらの

両論文は，いずれも評論にとどまっていて，行動

の指針を与えるものではないが，人間の干渉の結

果として遺伝資源が劣悪化する事実を述べたもの

として，重要である。

19世紀の末には，造林量の増大と，種内遺伝

変異を無視した種苗選択との結果，ヨーロッパに

おいても日本においても，不成績造林地が続出

し，西ヨーロッパ諸国の間では，産地問題，すな

わち地域的部分集団間の遺伝隔差の検出が，林学

における最大の問題となった。その研究のため

の国際協力を契機として，国際林業試験機関連合

(IUFRO)が結成されている｡IUFROの

産地試験計画は，第2次，第3次とくりかえさ

｡一五ぺみ＝ ＝巳函 ■

わかりやすい
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れ，同一種の地域集団間に遺伝隔差があることを

ほぼ完全に実証し，1930年前後から各国が造林

川瀧苗の流通の規制をはじ油るための根拠を与え

た。

産地試験はわが国でも行なわれたが，いずれも

サンプリングに難があり，継続期間も短く，有効

な構報を与えたとはいい難い。わが国における種

内遺伝変動の認識は，形態的に識別される品種の

探索という形をとり，遺伝的に特徴づけられた地

域集団という認識は乏しかった。したがって，遺

伝資源の保全というような観念は，林業界にはほ

とんど存在しなかったといえるが，下記の諸言説

は，その間の注目すべきものといえる。

すなわち，林常夫（1912）と新島善直（1914）

は，主として北海道の現実をふまえ，原生林の広

汎な保全を主張し，その必要理由の中に，有用樹

種の保存と動植物の絶滅の防止が掲げられてい

る。現在の，遺伝資源保全の考え方にきわめて近

いものといえよう。同様に台湾では，金平亮三

（1918）が天然林保謎地域の設定を訴えている

が，それだけ天然林破壊の勢いがすさまじかった

ことを示している。

これより先，三好学(1906)は著名な樹木の保存

を訴え，林業・林学の側からもこれに同調する動

きがさかんで,それらの結果として（三好,1911）

史蹟名勝天然記念物保存法（1919）が制定施行さ

＝変』一 画琿ロ三一厚一函2可Z2 ロー■●、’1，~』

A5判約50ページ

在庫一覧

No.17カラマツ造林木の重要病害
伊藤一雄著￥150〒実費

No.21造林地の野鼠被害と防除

上田明一・宇田川竜男著￥160〒実費
No.32木材需要の動向と問題点

野村勇著￥180〒実費
No.35機械作業の盲点発掘

中村英碩著￥170〒実費

No.39林地生産力の維持・増進
橋本与良著￥170〒実費

N0.40林床植生による造林適地の判

定前田禎三.宮川清著￥230〒実費
No.42南洋材の種類と特徴

須藤彰司著￥200〒実費
No.43集材機主索の設計数値表
上田実．柴田順一著￥230〒実班
No.44早成樹の重要害虫と生態

遠田暢男箸￥220〒実徴
No.45林木の成長および養分吸収と

施肥原田洸著¥220〒実費
N0．46木材の防腐・防虫処理

雨宮昭二著¥250〒実費
N0.47トドマツ人工林の成長と土壌

山本肇著￥250〒実費
No.48しいたけの育種および原木用
材と生産量温水･安藤著￥250〒実費

No.49混牧林施業と林地保全

村井宏著￥250〒実費
N0．50山村観光と観光評価

柳次郎著￥250〒実費
No.51森林の水土保全機能とその活
用中野秀章著￥350〒実費
N0.52林業のシステム化とシステム

展開辻隆道著¥400〒サービス

N0．53苗畑林地除草剤の新しい使い
方真部・石井著￥400〒サービス

No.54生活環境保全のための森林
只木良也著￥500〒サービス

No.55南洋材の材質と加工性
筒木．中野・唐沢著￥500〒実費
No.56林叢形成促進のための実播緑
化工とその保育管理

岩川幹夫著¥500〒実費

1上 …律垂二一起垂心騎『…ア1.唖壹1－つ“･か又悪－－0吋ｱﾆﾏ亟面＝猛毒卒一口一t司戸.ご寄食一畠q』･I 日本林業技術協会発行一
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れた･しかし，これは，後に小泉源一（1939）が

批判したように，老樹名木保存の骨董趣味におち

いって，生態系と遺伝子プールの保全への指向は

きわめて弱かった。その後，アメリカの例になら

って国立公園の指定も行なわれたが，本来の目的

であるべき自然生態系の保全の考え方は非常に希

薄で，もっぱら，観光目的の景観保全のみが考慮

されているようである。

国有林においては，その巾の顕著な森林を指定

し，学術参考林などの保謹林としてきたが，木材

資源としてみる立場が強いために，その面積はど

うしても過小となり，最もすぐれた部分がはずさ

れる傾向力式あった。また，保謹が国有林の内部規

定で行なわれていることの弱点が顕著で，極端な

場合には，口実を設けて指定を解除し，伐採して

しまった例も，皆無ではない。

諸外国のうちでは，樹木の遺伝資源の保全に成

功したものとして，ポーランドの例があげられ

る。同国は，地理的・歴史的諸条件にめぐまれ

て，多くの樹種のすぐれた遺伝子プールを保有し

ているが，第1次大戦後に独立を達成したのち，

木材需要の急増にともなって開発派と保全派の大

論争となり，ようやく第2次大戦ののちに，保全

派の勝利に帰したものという。同国では，現在，

非常に広い面積が，国立公園その他の保謹林とし

て，厳正に保全されている(Giertych,1971)。

20世紀の後半，林木育種の開始後

林木の育種は，ほぼ1910年代にそのきざしが

はじまり,1930年代からしだいに活発な動きを

見せていたが，1950～1955年ころから，主要林業

先進国でほぼ一斉に糖英樹選抜育種が開始され

た。

育種の実行にあたって，その素材として多くの

遺伝子，遺伝子型を収集することの必要は容易に

理解しうるところで，樹木園，クローン集植所，

シードバンクなどの形で，各国とも努力を傾けて

いる。わが国では，金平亮三（1920）が早くから

樹木園と林木育種の関係を説いていたにもかかわ

らず，現在なお-|-分な規模の樹木園を持ち得てい

ない。

しかし，育種素材という点から考えると，これ

らの諸施設に収集されるものばかりでは，いかに

も不十分である。現存する各樹種の諸集団が保有

する各種遺伝子の全体，すなわち遺伝子プールを

そっくり保全する，という考えに行きつくのは，

I1If間の問題である。だが，私の知る限りでは，

Toda(1966)以前にこの問題を扱ったものはな

い。彼は，粘英樹群に保有されていない優良遺伝

子が失われてしまうのを防ぐという観点から，主

要樹繩の天然林や優良人工林の遺伝子プールの保

全を考えるに至ったもので，1958年からその仕事

に着手した。

過伝子プールの保全法として，森林そのものの

禁伐保存（現地保全）が最良の策であるが，これ

は林業経営と衝突することが明白であるから，景

観保全など，他の目的とあわせて要求できる場合

に限られる。したがって，一般の場合には，十分

林業試験場研究報告購読ご案内

農林省林業試験場ではその研究結果を「林業試験場研究報告」として年10回ほど刊行してし､ま

す。本誌は分冊にてもお求めできますので，購読ご希望の方は下記の要領でお申し込み下さし､。

記
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多数の母樹からタネをとって後継林を作るほかな

く（現地外保全)，また，その方法で満足できる

と考えた。彼は，この方法を未造林有用樹種にも

あてはめようとしたが，実行し得ないままに終わ

っている。九州で開始されたこの「遺伝子保存林

造成」の仕事は，1966年から全国に拡大され，

主要造林樹種については，ほぼ所要の規模に達し

ている。

育種が「優良造林材料の育成」を目的とするも

のとの認識にとどまっているあいだは，主要造林

樹種の遺伝子プールに対しては手当てができて

も，未造林樹種や，まして森林性の各種動植物な

どの遺伝子プールを保全するための経費など，と

うてい望むべくもない。

たまたま，1970年ごろに突発した，自然保護

運動からの国有林攻撃は，行きすぎもあったもの

の，国有林にとって反省の機となった。

やや遅きにすぎたとはいえ，天然林を見直す動

きが生じ，遺伝子プール保全のためにいくらか明

るい見通しを持ちうるようになった。なお，些少

ではあるが，「遺伝子保存のための天然林調査旅

費」が,1976年から林業試験場に計上されている。

ちょうどこのころ，林木育種も，従来の立場を

越えて「森林の遺伝的管理」をめざすものとして

生長してきていたので，健全な森林生態系を確保

するためその構成種すべての遺伝子プールの保全

を要求しうる立場に立つに至った。われわれは，

今後，現地保全・現地外保全の両手段を使いわけ

て，努力を続けてゆきたいと思う。．

］975年度から，林野庁は,I剰有林経営の遺伝育

種的観点からの査察を計画し，これを林木育種協

会に委託した。第1年度の調査は，東京・大阪両

営林局管内を対象として行なわれた。実施担当者

の訓練が十分でなかったので，企図が十分に実現

されたとはいい難いが，林業の経営に「遺伝子プ

ール」の概念を導入する突破口としての意義が，

高く評価される。

なお,国外においては,はじめにも述べたとおり

この問題に対する関心は1970年ごろからたかま

り，1973年にはFAOから不定期刊行物t､Forest
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geneticresourcesinformation"が発刊され，現

在までに4号が発行されている。さらに，1975年

には,FAOとUNEP(国連環境計画）の共同

で，遺伝資源保全の方法論とそのケース・スタデ

ーが出版されている(Roche,ed.,1975)。

おわりに

林業･林学にとって,森林は第一義的には木材生

産の場である。したがって，とかく林業者は木材

生産以外の面を軽視しがちであるが，人工林の健

全な生育のためにも，これを包み保誰する自然生

態系が保全されていることが必要であり，林業自

身のために自然保謹が必要な事態に立ち至ってい

ることを，林業人は今後しだいに理解するように

なると思う。自然生態系を構成する遺伝子プール

の保全は，遺伝資源としての遺伝子プールの保全

と若干の違いがあるが，大部分はオーバーラップ｡

し，ともに協力して効果の増大をはかるべきであ

る。そして，これがひいては木材生産業としての

林業にも，本質的に不可欠のものなのである。

（とだりょうきち・林試造林部長）
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図山本吉之助氏を訪ねて…■

峰田英紀

11川lⅢⅡ11Ⅲ11ⅡlⅡⅡIII1IlIIIlIⅡⅢ川IⅡ1111ⅡIllIⅢIIIllIⅢIllⅢIIlIIIⅢ川Ⅲ1111Ⅲ111Ⅲ1111111111Ⅱ|ⅢⅡⅢIlIIⅡⅢ1111Ⅲ111ⅡⅡIⅢ1111ⅡlI1III1IIIII11IMII1IIIⅡ111ⅢIlIllIIⅡ11Ⅲ11111ⅡⅢ!Ⅱ'11Ⅱ11Ⅱ11111Ⅱ'11111Ⅱ111ⅡIIIlllIIIⅡ111Ⅱ11ⅡⅢII1IllI

はじめに

六甲は神戸の背山である。明治から林地開発が進むと

ともに，他方で水資源確保と都市防災の備えとして六甲

の果たす役割が大きい。このため森林のもつ公益的機

能,特に林地保全機能の維推,増強が重要な課題である。

一方’六叩は史上昭和13年の阪神大水害・昭和42年災

という大きな災害を経験し，今後ともますます六甲の治

山の重要性が高まっている現状である。

今回は，その歴史をたずねる意味で，昭和12年以降

神戸市役所にあって六甲の治山，砂防および都市計画に

長年鵬われ，現在，兵庫県森林審識会委員としてご活蹄

の山水吉之助氏をお訪ねした。

1．幕末までの六甲

慶応4年(1868年）版の神戸市（現在の表六甲地区）

の絵図をみると，樹木のある所は，山頂部では摩耶山天

上寺国有林（海抜600m)のアカガシ，中腹部では再度

山火竜寺の寺有林(400m)のツブラジイ，山麓部では

布引の滝(200m)のアラカシ，および太山寺の寺有林

(100m)のシイ・ウバメガシの5カ所のみで，現在以

｣二に肘林が少なかったことを示している。

このような六甲の荒廃は遠く平安朝の末期，平清盛の

径ケ烏の修築（1173年）および福原遷都（1180年）に

端を発したと考えられる特に後者は，用材利用量も大

きく高取山を中心に伐採されたと考えられる。次に中世

に至り戦乱の世となり，軍事上の要地であったためたび

たび戦火の地となったのに加え，荒廃の最も大きい原因

は，秀吉の大阪築城(1584年）によるモミ．ツガの乱伐

があげられる。この時は残存木を住民に与えたため，入

会権の発生とあいまって一瞬の乱伐乱採が進んだ。明治

元年兵庫開港とともに，用材の伐採が一層増大した。

（以上，『六甲の自然』山本吉之助1952年）

2．明治の六甲と治山

明治初期の六甲を伝えるものとして『神戸開港30年

史』（明治31年）によると「維新前より引続き行なわれ

し山林樹木の盗伐，溌採は，神戸市背面の山脈をして遂

に悉く赫山たらしめ，一朝豪雨至れば平素一滴の水なき

市内河川暴脹し，鯵しき土砂の崩壊流下は湊川川床をし

て平地より高きこと2丈(6m)に及ばしめたり。而し

て明治20年兵庫県の行なえる植林も其の規模小にして

施業全からざりしかば，明治30年頃に至り林業の荒廃

其の極に達せり」と記している。

このように荒廃した六叩に森林を取りもどすための直

接動機として，西南の役帰避兵士による明治10年，明

治12年のコレラの流行があげられる。このたM)水道施

設の整備の必要性が樹まり，布引および烏原水源地域の

森林造成が叫ばれた。この結果明治28年当時の東京農

科大学ウエレー教授および本多静六教授が，六甲を視察

している。その様子は，さきの開港史に「当時水道敷設

の調査に来神，布引上流を視案せる東京農科大学教授ウ

エレーは，上水道水源として其の荒廃世界に比類なかる

くしと嘆ぜしあたり」と記している。

神戸市第2代目市長坪野平太郎（明治34年5月～明

識38年3月在任）の要請により，木多静六博士が来神

し，六甲を調査し砂防造林計画を立て，これに基づき明

治35年度から明治43年度の9カ年に650haの黒松造

林を行なうとともに，その施工は本多静六博士の指導に

より，造園の筋芝を発展させた積苗工により行なわれ

た（治山5月号の表紙参照)。当時の施工地のうち，現

在の森林植物園周辺は，土壌条件にめぐまれ成林状況が

良好であり，また空石積の谷止も多数残っている。これ

らの治山事業は，布引・鳥原水源地域に実施された。



3．山本吉之助氏と六甲

氏は，大正'5年北大林学科を卒業し，京大大学院を

経て京大芦生演習林長，同朝鮮淡習,林長に就任された。

朝鮮在任中の昭和11年8月当地を襲った水害の被害調

査報告の作製に携わり,地質（花耐岩）．林相（アカマツ

の疎林）ともに六甲に近似していたため，後に役立つこ

ととなる。そのころ，神戸市議会に六IW開発計画が提案

されたたぬ’市当局で土地利用計耐策定の必要性が高ま

り，後藤収蔵林学博士の推薦と神戸市の要請により，氏

は昭和12年4月神戸市背山調査砺務所長として藩任。

直ちに土地利用計画の埜木となる「神戸市近郊の区分調

査」に着手し，その報告で六甲の花尚岩が風化しやすく

また土壌は水の吸着力および，結合力薄弱なため崩壊に

対する抵抗力が最も弱く，防災上の配噛が特に必要なた

め，調査に雄づき山腹勾配15｡を開発眼界とし提歯する

とともに，土地利用の将来方針をIﾘlらかにしている。

一方，開発予定区域が重要な上水道の水源地域であ

り，また大正6年から昭和11年の間に5回の異鮒濁水

を経験しているため，地形区分とあわせて森林の有する

水源かん養磯能の解りjの必要性を説き，氏は「111戸市背

山の水源かん鍵機能に関する研究」(1III和13年3ﾉl)を

著わし，降水と河水の関係，森林と水源との関係，さら

に神戸市背山の水源かん従機能を具体的に示してぃ為。

この中で》水源かんj膣林造成の方‘|･として

①400haの無林地（瀧木，草生地，崩壊地）の造林。

②,松林の改良。すなわち30年前（明治末）の松造林

は，その欠点となる地表の乾燥が山火那を賦発させまた

純林の欠点から虫害を発生させ，ふたたび荒廃地を生ず

るに至っている。このため，適地適木によりスギ．ヒノ

キ・モミ・カシ・ナラ・シイ・クヌギ等で松との混交林

造成を提言し，その面職は，当時の松林1,680haの70%

としている。またその改良方式は，風致的考えから皆伐

を避け間伐による補植により,ha当たり1,000本程度と

している。

以上の報告をふまえ，氏は六甲の緑地としての利用方

針を次のように示している。

①公園緑地として六甲の有する保健休養樵能を強綱す

るとともに，利用施設（特に道路）の開発は防災上十分

配慮すべきこと。

②生産緑地として「合理的な森林施業が自然美を増強

せしめ，併せて収穫をも増大せしめるものである」と述

べ，都市林構想を提示し適切な休養林的施業を行ない，

もって収池をあげるのを最上としている。
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4．阪神大水害と復興委員会

昭和13年7月5日発生した水害臆,神戸市水害誌（昭

和14年7月）によると山津波による市街地流出土砂548

万ms(石屋川以西鳥原間）崩壊地1,600カ所150haに及

び死者616人を記録している。このため，直ちに復興委

員会が神戸市に設けられ,8月16日「山地・河川・道

路・洲渠及都市計画」について諮問がなされ，氏は神戸

市経済部山地課長として委員会幹事を拝命し，治山・治

水部'13で中心的役割を担い9月21日答申が行なわれ

た。関係分の抜粋は次のとおり。

＜砂防施設＞

①治山砂防施設について，内務省・農林省の施工区分

を示しかつ，自衛上急を要する市有山地は都合によって

は，市において施行すべきこと

②系統的堰堤の築造による渓床勾配の緩和とともに山

脚の固定

③山腹工における張石水路工の施工

④従来採用していた稔苗工の再検討

⑤植栽樹極は，従来のマツ・ヤシャブシのほかにヤマ

モモ・ヤマハンノキを加えること

山地の現況の改良

①床間工の施工

②適地通水による樹種の更新

③保安林の整怖

④部落有林を市に統一し造林撫育を行ぼう

⑤私有林の改良の必要性

⑥林地の用途変更は-|-分な指導監督のもとで行なう

く希望事項＞

lh地を自然公園の目的と，森林緑地の目的に合致させ

る都市林法の制定についての要請が希望事項として答申

に繰り入れられた。

5．阪神大水害と本多静六博士

上記答IIIが，時の市長の勝田銀次郎会長外各界の代表

者83名の委員によりなされ，それを基本とする災害復

旧事業が開始された。

一方，氏の尽力により特に「山地災害の原因とその対

策」について，市民の認識と理解を得るため,当時73歳

というご高齢にあった木多静六博士を招へいし,昭和13

年10月現地視察に次いで「治水の根木策と神戸市背山

に就て」の誰演がなされた。この講演要旨を，災害原因

と今後の善後策でみると次のとおりである。

＜原因＞

①日降雨量が明治9年観測開始以降最大の270mmと



22

神戸市生田区再度山周辺の明治36年はげ山復旧エ事

（山本吉之助氏提供）

きわめて多量であったこと

②地質が風化した花尚岩であり,地形は山腹勾配30～

40.と急峻であること

③山林の荒廃と山地利用の不合理により，雌立木地ま

たは赤禿の土砂崩壊地と化していること

④山麓傾斜地の開発利用の欠陥と市街地河川の排水工

の未整備が，災害を拡大させた。このことは，神戸の大

自然に即応する一賞した総合的・大乗的な都市計画，特

に治山・治水計画の備えがなかったたこと

以上諸原因に対する善後策として，博士が指摘された

事項は次のとおりである。

＜今後の善後策＞

①造林がまず必要であり，そのために黒松を造林し数

年後下枝の枯れ上がるころ，カシ・シイ．クスまたはケ

ヤキ・クヌギ・コナラを植え付け，松と混生する澗葉樹

林の原始的林相に導くこと

一

韮

＃

②土砂の移動を防止するために渓谷なら

びに急峻地に石張り（土留）と石堰堤を築

くこと

③山頂部平担地もなるべく新規開墾を禁

じて樹林地とする。もし別荘地等を造る場

合，敷地以外は樹林地とし，畑．庭園にす

ることを禁じ水の処理は山腹に流出させな

いこと

④車道，歩道を含め完全な排水溝を設け

ること

⑤保全上重要な部分は，風致地区に指定

し利用を制限すること

⑥山麓と市街地の間は，40～120In幅の

樹林帯を設け森林公園とする

⑦河川が市街地を通ずる場合，河川の両

側を河幅の2～6倍する緑地帯を設けて，

平常は公園として利用し，洪水の際は河川

の用をなさしめること

③上記の砂防治山のほかに，地震と海I輔

（津波）に対する危険性を考えた根本的都

Tli;l･imiを立てること。

以上の指摘は，総合的都市計画を樹立し

その巾で都市防災を図るべきことを明らか

にしているが’これらは今日的間魎として

も大変意義の大きいことと考えられる。

6・阪神大水害以降の六甲の治山

復旧のための治山計画は，氏が中心とな

，事業が実施されたが，住吉川流域の施工り樹立を図り，事業が実施されたが，住吉川流域の施工

区分について，当時の内務省赤木正雄砂防課長と農林省

側巾八百八林務課長との間の衝突があり，その調整に氏

は苦労された思いIIIがある。その結果菊水111･住吉川．

天王川は直轄治山で，それ以外の市内の復lllは特例とし

て神戸市山地課で実施することとなった。一方，砂防も

山地課の担当河川があり，ここで氏ほ第一線の課長とし

て治山・砂防の復旧の任にあたることとなった。

当時の山腹工事の代表的形態は，特別な法切は施工せ

ずに直商20mごとに低い練積土留を配し，これを基礎

として職苗工（段）を施工し，表面水は耳部を有する張

石水路を土留に配置し山腹保全を図っていた。しかし，

緊急的に崩壊地俊旧を進めるには，これらの工法のみで

は長期間を要するため，氏の発案による倒木を使用した

木柵堰堤（全掌枠の詰石した直高2m)を施工し，山腹

の危険上砂の安定を仮設的に図る工法を採用することと
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した。これは，当時の内務省宮木武之輔査定官の支持を

得て実施されたが，その効果は火であり，当初，氏が予

定した5カ年の問機能を発揮し目的を達した。

一方，災害後の復旧計画は神戸市水害誌によると次の

とおり記載されている。

①市有林関係分として，神戸術災害防備林造成事業が

昭和i4～20年を期間として,1,450ha|の治山造林を37

万円の予算規模で策定された。さらに山地災害復旧計画

（崩壊地復旧）は25万門で同様の決定がなされた。

②上記以外の治山．砂防工蛎計仙iは，堰堤306カ所，

床固78カ所,謹岸7カ所,111腹~じ58カ所を,総額2,096

万円の復|口費で策定され，その実施区分は内務．膿林両

省の直轄，大阪営林局，御料林，県林務課，県砂防課，

神戸市（山地課）により復旧砺業が推進され，第2次大

戦にもかかわらず，昭和19年まで統けられた。

7．戦後の六甲の治山

氏は，昭和22年6ﾉ]緑地砂防課長として再スターl、

し砂防河川の復|日とともに六叩治山の腱史も，戦前のjm

壊地復旧から戦後は禿山復旧に対象が移行し,それら:の

実施に貢献された。その後，氏は神戸市唾水区長．王子

動物園長を経て市を退職後昭側30年K.K.神戸高速参

事，神戸市都市計mi局蝿託として，今年7月までご活躍

された。

戦後の六甲治山と氏との関係として，阪神大水害から

30年後の昭和42年7ﾉj蒙雨災害があげられる。この水

害は，六甲に165カ所の新規崩壊地を発生させ，市街地

流入土砂588zFm8,死者は阪神間で100名に達す島被

害をもたらした。昭和13年災（般大時雨職61mm)と

比較し，最大時雨量76mmに加え市街区域と人口の拡

大にもかかわらず崩壊地発生件数で1/10,死者で1/6

と被害が少ないのは，永年にわたる六甲の治山．砂防の

成果といえる。

この災害復旧についても時の原口忠次郎市長は六甲山

系水害対策審議会を設け，基本対策の答申を受けてい

る。この時も，氏は委員として参画し，元六叩砂防工事

事務所長柿徳市氏とともに治山・砂防関係の答申作製に

携わった。この答申における治山関係は，長期基本方針

として予防治山的見地によるものとしている。その具体

策としては，市街地の直後にある特殊性から崩壊地の復

旧さらに今後にliliえるため，危険簡所の予防的治山工率

を先行させることが緊急かつ必要と述べている。その施

工に際しては，治山的工法に加え砂防工4Fの手法をも併

用し相乗的な効果を期する工法の採用を提言している。

また，治山植林の方針にあっては，深根性の粥緑広莱樹

による極成相への誘導を述べ，その施工にあたり民有林

については都市防災上危険が予想される地区は買収等に

より市管理とし，その実施に当たって国県市が職極的に

進める必要がある。一方，市有林については市営による

施工をあわせて提言している。

おわりに

六甲の治山は，明治30年代以降から続けられ現在の

姿に至っているが，全国に比較して古くから治山工事が

実施されたのは，森林の荒廃に加え，六甲が市街地に隣

接する立地条件が大きく作用し，都市防災に果たす森林

の役割の重要性を示しているといえる。このことが一方

では戦前の市有林（共有林，市営林を含む）の維持・管

理が治山治水的観点から行なわれ，このことは六叩の治

山の先駆的役割を市有林が果たすとともに，都市防災の

要に位慨したといえる。氏はその中にあって亜黄を果た

されるとともに，2度の大水答の旗旧計画に参画し，そ

の広く鯛､見識は，治山・砂防に限らず，森林の機能評

価から都市計画至般に渡り，われわれ治山技術者にとっ

て，大きな礎といえる。

（みれたひでのり・兵服県治山裸）

’華宅……電 や＝

コピーサー･ビスについて

当協会では国立林試との連携のもとに国立

林業試験場本場に所蔵されている資料の複写

ザービスを実施しております

利用要領

図申込み先国立林業試験場調査部資料室（東京都目黒
区下目黒5－37－21篭話03-711-5171．内線246）

■申込み上記調査部資料室に準備している用紙（また
はそれと同じ様式のもの）を用い，所定の事項を記入し

てください。なお，この用紙のサンプルは国立林試の各
支場調査室ならびに各公立林試にも届いています。

■複写部数1部とします

図複写と発送・当協会文献複写係（上記調査部資料室内
に設置）が担当します。

園複写単価A5,B4とも1枚55円（送料実礎）

国支払い毎月末当協会からその月分の術求智をお届け
いたします。

園支払い先日本林業技術協会（振替東京03-60448
取引銀行三菱銀行麹町支店）

’
一

一
一
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日本の古代に多くの謎をなげかけている倭

人伝。そこに述べられている邪馬台国の所在

地については,種々の説があり,まさにアマチ

ュア歴史学者の花盛り，といったところだ。

私自身もその例にもれない。一応学んだの

は日木中世史だが，そこはやはり雌史好き，

その上に旅行雑誌の編集などという日水全国

を歩く職業についていると，つい興味が深く

なって，ヤマタイ風と聞くたびに眼が純く。

とはいっても所総はアマチュア，松木浦張

氏のように，関心が昂じて学者はだしとな

り，それが作品となって生かされてくる，な

どという好い星の下には生まれてないので，

聞きかじり，読みかじりに過ぎないことは，

本人も承知である。

でも，一度は･l'マタイ国に|卿係の深い北九

州を歩いてみたい，と思っていた。九州への

チャンスはたびたびあったのだが，福岡～唐

津の，いわゆる玄界灘沿岸は，ちょっと空白

地帯だったのである。それが満たされたのが

昨年10ﾉ]・とはいうものの，わずか1泊2

日のカケ足旅行であった。

第1日目はすばらしい|府天《福l州で借りた

レンタカーで，まず宗像神社へ向かう。ここ

ば福岡の北東にあり，海岸も近い。この神社

は,沖ノ烏にある沖津宮,神湊沖の大島にある
へつみや

中津宮，そしてここ玄海町田島にある辺津宮

と，三社に分かれており，辺津宮がその総社

の役割を果たしている。いずれも海神である
たごころたぎつ1･聴きし土

田心姫，湘津姫，市杵島姫をそれぞれ祭って

いて，いちばん重要でおもしろいのは，沖ノ

烏なのだが，ここは訪れることができない。

何しろ，神域として1,500年来，神官とそ

の関係者だけしか入れなかったし，最近でも

学術視察団だけ，それも女人禁制という堅固

さなのである。ただ，この島から出土した，

4．5世紀のものといわれる祭祀遺品が，宗

像神社の本殿蕊，宝物館に展示されているの

だ。これらはすべて国宝か重要文化財に指定

され，白くこぎれいな宝物館の中に並べられ
きがた竃くしろ

ていた。曲玉・管玉・釧など装身具，鏡・武

具・祭器など祭祀用品などが，20世紀の電

灯に光っている。

▲宗像大判 志賀島▼

I

§
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福岡近郊では活魚瀧鯉の有名な神湊にまわ

る。港を囲む町なかや高台に,料理旅館が10

軒以上ある。海の眺あのよい店に入った。巡

物は並だが，魚辮鯉は抜群においしい。座倣

から海を見ると，左手には相馬と志賀鳥，お

手には大鳥が見える。その間からは，先に述

べた沖ノ島も,というが,見えるのは年に2～

3回だという、
非やじ渉抄

昼食後は津屋崎町の宮地厳神社へ。ここも

涙像神社の摂社だが，商売繁昌という1谷など

利益があるため，なかなかの繁栄である。松

ケ枝餅の呼びこみがやかましい門前町を通

り，石段を上ると社殿。その石段上からふと

振り返ってみて撒いた。田の中に一直線に延

びる参道，その果てに大鳥居があって海につ

づく。縦だったかは忘れたが，そのヤマタイ

論によると，この鳥居の正面が沖ノ島にあた

るとか。そのことから，ヤマタイ国を沖の烏

に比定し，宮地獄神社をその九州本土の拠点

と見ていたのである。読んだ時は沖ノ島ヤマ

タイ論など，相当に無理だと思ったのだが，

朝からここに至る体験からは，これも信じら

れるような気がする。

志賀島は福岡の北，博多湾を東から抱く海

の中道の先端である。この中道は長さ12キ

ロ，幅は0.5～2キロの細長い砂丘半脇で，

元は米蹴の基地となっていた。最近，返迩さ

れたものの，まだ何もない野原である。その
さし

先端の細い砂職を渡ると，こんもりとした志

賀烏へつく。ニニには国民休暇村があり，福

I淵周辺のよい海水浴場だ。
しかわた

IIIJの外れにある志賀海神杜へは，緩い猫段

をkってゆく。参道途中には万葉歌碑が立

つ。このほか島内には4カ所の万葉歌碑があ

り，これを酌ぐるハイキングコースに，人気

があると聞いた。神社の社殿はタブの木にお

おわれた，紫水の簡素愈もの。福岡市街の側

にしめなわを張って，石を2つ置いた遥拝所

がある。筥崎八幡宮だそうだ。歴史からいえ

ば，この志賀海神社のほうが古いだろうに，

民衆の信仰とはおかしなものだ。

さらに島を回ってゆくと，南海岸にいよい

よ金印の出土地がある。江戸の中期に，地元

の農民が発見したこの印は「漢倭奴国王」と

刻まれたもの，後漢の光武帝から．．…･･年ごろ

に，｜*多溝付近に勢力があったと思われる，

奴岡王に授けられたというのが定説である。

逝路際!こ「発見の碑」があり，その背後の

斜面は盤附されて，金印公園になっている。

翻日は盤り空，雨さえ降りそうな天気とな

った。今FIは聯津をへてもっと西まで行かね

ばならないでも倭人伝にあるのは，店津周
＊つら

辺まで。末蝋圃に比定されている松浦半島の

中心，唐津なのだから。

私
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Iその前に，糸島に数多い支石蕊を一つ見た

い。地図でみると，いちばん国道に近く便利

そうなのは志議支石蕊群なので，ここを目的
1，と

地に決める。ここは伊都国に比定されている

前原111J.にあり，近くには収蔵庫もある。

ヤマタイ岡の所在が宙ぶらりんの今，いち

ばん倭人伝の国の中で確実視されているの

が，この伊都岡である。前原町には志登のほ

かにも支石塞や方形間淫墓が多く，三雲・平

原などは伊那阿王関係の遺跡ともいわれてい

るほど。

だが，志登支石墓はわかりにくかった。私

は文NiAどおり，石の11mに支えられた､ドらな大

石を想像していたのだが,3～4皿も地元の

人に尋ねて探しあてたのは，土中に埋まった

礎石風の大禰51間だけ。でも標柱が立一》て'、

たから間逃いばない。古代人の墓は草むらに

おおわれて,I1Iんぼとなっていた。

町の中心にある巻古館は，ここや付近の蕊

からのIII土品を展示していた。土器，青銅器

が多く，玉・金製品が美しいが，中でも大鋺

は日水で例のないものという。ヤマタイ国・

伊都l11,奴阿などの研究に名のある原冊火六

先生の著譜を買い求めた。一帯の史跡を示し

た地図も。

このころ，雨が降りはじめた。車は一路西

へ，篭しい海岸線の小さな岬・入江を次々と

回って，1時間で唐津の郊外，虹ノ松原に入

る。海も見えないほどの怪の密林だ。道は赤

い松葉が柵き寄せられ，柔らかい感触。すぐ

南の鏡1l1へドライブウェイを登ったが，雨に

蝿る玄界灘には，船影も見えなかった。

.
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現在,青函トンネルでは,海峡の南北両岸か

ら，それぞれ3本の坑道が掘られつつある。

先進導坑・作業坑および本坑がこれである。

この中の先進導坑が，当時可能な種々の洲

査法を試みたあげく，実地に小トンネルを掘

ってみるほかもう地質を知る手は無い，とし

て始められたことは先に述べた。ここでは

掘進とともに，精密な坑壁地質調査を行な

い，また坑の両側に平行する水平ボーリング

を先行させ，前方の地質情報の入手に努め

る。こうして，木トンネル路線一一実際は本

坑の下方を走っているが－の岩質を知り，

不良地質部分すなわち断層や軟弱岩盤，湧水

地点などの位世・性情が確かめられる。

このように，工事に伴うあらゆる可能な地

質調査を日常行なっていること，ほかに諸種

の坑内物理探査や地化学的研究一特に坑内

水の－も随時行なっていること，特に多く

の困難を経験しながら－そのおかげで種々

の新工法を生みながら－先進ボーリングの
ルーチン

6，7百mが日常事となっていることなど
坑道の前進を探る先進ボーリング

は，本工事における地獄淵在の特色といえよ

う。

これらの成側4は他の坑逆の柵査とともに，

毎月の現地険討会で報告され，熱心な討議を

生み，未知の前方に挑むA§礎となっている。

この坑道は，完工後は排水・通気に利用され

ることになる。

作業坑は，木トンネルに添い，それに先進

し，所々に連絡坑を棚って，本坑作業現場

をふやし工程を進捗させる。ここでは人員・

磯具・資材の搬入が行なわれ，将来は本坑
メンテナンス

の維持・巡視などの役割をする。

本坑は新幹線（複線）用。上記の坑道の倍

以上の径でその壁は薄いところで0.7mの鉄

とセメントで固められた,地下の強烈な地圧．

水圧にWi1･える厚い強固なものとなる。この幅

10mに及ぶ巨大なi､ンネルが蛍光灯に白く輝

やき，遥かにうち続く光景はまさに壮観とい

うほ力､ない。

この各坑の'率にあたっては，その地質状

態からみて，当初から不良岩盤や出水に出会

う覚悟はあったが，案にたがわず，いや予想

以上に次々と難関が出現し，掘進を阻んだ。

なにしろ,海水面下250mなので，それだけで
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25t/cm2内外の強大な地圧がかかっている

が，軟弱化しやすい岩雄地輔・断層で，岩石

の圧砕され，粘土化し，かつ水を伴う断層破

砕帯などを掘り進むと，坑確が押し出してき

て，鉄柱をへし曲げ，コンクリート壁を割っ

てしまう。巾でも大変なのは,大量の出水で，

地層それ自身が元来水を含んでいて，いたる

所から多少であれ,籾水してくるが,特に断層

帯あるいは岩届を質いた火11l岩脈に伴って，

しばしば数トンの出水をみている。中でも

10t/分以上の異常出水は,今までに南北で各

2回，計4回あったが,この5月,新聞紙_上を

賑わし，トンネルの運命にかかわるとされた

出水一おかげで本計IIIiは全国的にも海外に

も宣伝・広告されることになったが－は，

最大80tﾉ分(これは家庭の風呂これに1/4t

入るとすれば，その320杯分が1分間に噴流

してくることにな島）と公表された。これら

の大量出水はもちろん工事に大きな支障をき

たしたが，これを数カ月の遅延はありなが

ら，いつも克服してきたわが国の技術陣には

脱帽である。

この工蛎は海外からも世紀の_[蔀として注

目され，多くの外人技術者が訪れているが，

地獄や工礪を見聞してだれもが手を上げ，府

をすくめるのであった。私たちならこんな悪

い地質の所は決して掘る気にならないと。

ところで,この背函計画はよく英{綿髄ト
ンネル計i曲と比べられる｡これは前世紀初頭

のナポレオン時代に始まり，幾度かむし返さ

れては立ち消えになってきている。火戦後は

特に活発かつ周到な調査が行なわれ，今度こ

そわと思わせたが，英国の経済調情から，ま

たもや保研になった。

むこうは海峡のIIm36kmと派軽の海底部23

kmよりだいぷ広いが，津,怪が水深140mの

100m下を通り、全長53,850mとなあに対し，

彼は水深70mを鍛深とする。したがって全長

はこちらが腱い･地質は我より少し古い白亜

紀のチョーク鰯でちょうど,I制い漆I喰のよう

な岩石で，摺曲や断屑もほとんど無い。

こうして青醗計画はトンネル坑内地質調査

うこ皀然との鍵篇

齢，辱…v濁

北大名誉教授

ささやずお

佐々保雄

において，恐らくlu界の先端を行っている

－それは理想からはまだ遠いが－と同時

に工法においても，伽さく臓後の坑雌保持の

ためのコンクリーl､吹付－1二法，各様の不良地

質を改良する注入剤とその注入技法，まだ十

分に活用されるに至らないが，トンネルの機

械柵工法など，ここで発展した技術も少なく

ない。あらゆあ困難を鬼服する噺技術もここ

で育ったcこの工事に参加していることに誇

りを持つ関係者一同の自尊心は，犠牲者率が

この職の［瓶に稀なほど低いという点にも現

われている。

ともあれ，この数千億円かかる1,ンネルが

完成の暁には－それには少なくともまだ

6へ,7年はかかるであろうが－東京．札幌

の間は6時間足らず。もし貨物もここを通る

となると，いわゆる北海道細絡も無くなり，

たんに北海道のためだけでなく，日本の経済

に及ぼす影稗ははかりしれないものがある。

その日の1口も早く来ることを夢みつつ，

私は坑篭をハンマーで叩いている。＜完＞
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胚のう内には卵細胞があり，将来この中に胚と胚乳がつくられる袋（のう）

である。この袋ができる道すじは発生学の教科書に比較模式図で必ずあげてあ

る（図・1)。しかし雌の生殖細胞は果物内の種子の奥深い所に存在しているの

で調べるのもやっかいなので研究はかなり遅れている。

被子植物の雌の袋のでき方を多数調べてみると，実にいろいろな型がある。

このような袋のでき方と植物の系統との間には平行関係があるといわれ，論識

されている。近縁種ではほぼ同じ胚のうの型をもつからである。このように型

が多数あるのはなぜか八袋の中の核の分裂能力，核の退化，核の融合能力，細

胞隔膜ができるかどっかで決まる。一見して花粉ができる過程よりずっと複雑

である。

たとえば，なぜ核が袋のできる途中で退化するのかとか，完成された袋がで

きるまでに分裂回数が決まっているのはなぜだろうかとか'なぜ一定数の核が

珠孔側（花粉管が侵入する場所）に集まり，ほかは合点側（珠孔側と反対の

側）に集まるのかなどは何もわかっていない。胚のうという袋のできるプロセ

スは案外里要な問題を含んでいるような気がする。動物では受精卵のほうが糒

子よりずっと詳しく研究されているが，植物では精子にあたる花粉のほうがア

マチュアの学者までまじって花粉学会が盛んである。減数分裂といえば花粉母

細胞という答が返ってきて，胚のう母細胞とはいわないが，重要性は同じであ

る。海藻では体外受締するので，受精卵の研究も少しあるが，雌I111にももっと

光をあてて研究しよう。

｜撒水のニレでは温度によって2つの胚のう型が現われることが知られてい

る。袋の中の核分裂と核分化が温度によって支配され，それが胚のう型に反映

している。この実験のように人工的手段でいろいろな胚のう型を誘導できれ

ば，研究は進むにちがいない。花粉細胞や花粉母細胞のように胚のうだけを多

鮭に災めることはできないので，化学分析もほとんどなされていない。花粉で

やったようにペクチナーゼなどの酵素をつかって多量に胚のうを集めることは

できないであろうか。

成熟した胚のうの':i!には卵訓胞,'1!央細胞（極核があり，将来胚乳核とな

る)，反足細胞というのがある（図・2)。将来，胚になるのはもちろん卵細胞

であるが，極核を除いてほかはいずれ退化したり崩壊することが多い。退化崩

壊といっても重要でないという意味ではない。むしろ，生理的活性では助細胞

や反足細胞のほうがはるかに高いのである。電子顕微鏡でみる限り，受糖前の

卵細胞というのは活挑が非常に弱いのである。

助細胞は卵細胞の横にあるだけに非常に重要な細胞で活性が高い。この細胞

には線型装世とよばれる特別な･職造がみられる。この装置は細胞の壁が非常に

厚くなって波状になっている。雄の配偶子（花粉管）が胚のうに入り，まず按

触するのがこの助細胞である。助細胞はこのほかに，母体の組織からいろいろ

な物質を吸収し，貯遡こんで，胚のう全体に栄養を与える役目をする。

反足細胞というのは胚のうという袋の中で最も変化の大きい細胞である。胚

のうの栄漣に関係していて，分泌や合成といった瞳要な役割を演ずる･短命で

退化し，受糒後消失する運命にあるが，生理的には重要な細胞である。助細胞

と同じように母体から栄髭を吸収する役もする。

胚のう内の卵細胞が受精もしないのに単独で分裂をはじめ，発生をはじめる
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ことがある。これが処女生殖といわれる

ものでマリア受胎である。処女生殖では

父親の要素が全く入らないから，母親に

そっくりで，突然変異でもおこらない限

り，性質が一定している。父親としての

花粉にどんな欠陥があっても子孫を立派

に残すことができる。人間とはちがう。

キク科，イネ科，バラ科の植物ではよ

くみられる。特に，イネ科では164種が

そうで，そのうちキビ族では28％の種

がそうである。だから，イネ科植物では

雌雄の生殖細胞が合体する正常な生殖法

のほかに，この特殊な方法も重要な増殖

法となっている。前者で新しい遺伝的組

合せをもった個体を後者の方法で熈限に

同じものをつくってゆくという合理性が

ある。イネ科植物などの進化にこの異常

生殖が大きな役割を演じている。

花粉を培藍して植物をつくる話は前に

述べた。同じことは雌の胚のうについて

もやれるはずである。受粉しない未熟な
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図．l被子植物の容種の胚のうとそ

の発'k桃式図（猪野から）
種子を人工的に無菌で培養し，卵細胞を発生させることである。花粉賠蕊を別

にすれば半数体はもっぱら未受輔卵を発生させることに研究は集中された。コ

ムギを例にとると,X線で照射した花粉でちたい受粉するのである。ちたい受

粉というのは花が満開の時に受粉せず，花がしぼみかける直前までおくらせて

受粉するのでそういうのである。この方法を用いると，77影の卵が単独に発生

して半数体となる。高い頻度でえられるので品種改良に利用できる。未受精卵

をいろいろな薬品で刺激して半数体をえようとする考えは古くからあり，生殖

生理学者がいずれも試みたことであった。いずれも失敗に終わっている。

笑気ガスで処理するとジャガイモで半数体ができる。花粉を笑気ガスで処理

してから受粉するとよい。生殖核が花粉内で分裂し緒核になる時期をねらって

処理すると，染色体は分裂するが，核がふたたび融合して2倍体の精核ができ

るのである。このような花粉で受粉すると，雌の極核と2倍体の糖核と合体し

て胚乳の核をつくるが，卵細胞のほうは受糟する相手がなく，ために単独で分

裂して発生を開始する。胚乳は正常につくられる半数体である。

さて話をもとにもどして雌の胚のう中の卵細胞を塔鍵する方法はどうであろ

うか。ナスの受輔しない未熟な種子とトウモロコシの受粉しない子房を適当な

栄養液上におくと，カルスという組織のかたまりができる。フラスコ内では不

定形でよく増える。この組織は染色体数が半数性であるから恐らく卵が単独で

分裂して増えたものと推定される。このカルスに芽や根が生ずれば，それは半

数体といってよいであろう。まだ，この方法は育砿にまでは確立されていない

が，今後，利用できるまでになるかもしれない。

次回『花柱では．…･…･』

反足細胞

縦核

'央細ﾘ2

1I1細胞

り細胞

"ifi

図･2被子植物の胚のうの棋式図

（エンセンから）
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1

■技術問題再見圃

北海道の野ねずみ対策

カラマツ大径木の被霧

はしがき

北海道において，林木に対する野ねずみの被害

が，初めて注目されたのは，カラマツ造林がよう

やく盛んとなりだしたころの明治37年である。

戦後も昭和26，29，34年度にわたって大被沓

が発生し，とくに34年度の彼書は事前にその発

生が予報されていながら，11万haという未曽禰

の面稚に達し，カラマツ大径木はじめ2～3齢級

のトドマツまで加害されるという激審が，道内各

地方でみられた。

この大被害を転機として，最近まではこれとい

う大きな被害の発生もみられず，』l在では保育対

象の'0～20年生のカラマツ造林地が，民有林だ

けでも20万ha以上となり，またパイロットフォ

レストには，7千haを超える一大カラマツ造林地

が達成されたという。

このようなカラマツ造林の成果に対し,「カラマ

ツ等を加害する野ネズミ防除は，モノフォール酷

酸ナトリウムその他の開発と航空機の導入，発生

予察網の整備によってほぼ完盤に行われるように

なった………｣と,『北海道林業技術発達史論』ﾕ)の

昭和30年代以降の育林技術の展開の章で評価さ

れている。

しかし，同誌の保護技術の展開の章では「全道

1,000箇所に野欺生息数調査点をもち，年3回，

ネズミ情報が1箇所に集められるシステムは，他

に比類がないものであるが，防除となると農薬!|』

心という破行性がみられる。他の問題同様に，発

生予察は，科学と技術の連関について典型的な間

_上田明一
蕊
4

トドマ､ｿの被害

題をしめしている。研究成果の一面的利用，技術

への科学の一方的従属性がみられるのであり，そ

の統一的発展が望まれる」と批評されている。

このように北海道の野ねずみ防除技術について

は，様々な評価がなされているわけであるが，昨

年北海道林業経営協議会保護専門部会において，

野ねずみ発生予察および防除対策について，様々

な論議が行なわれたことが『野ねずみ』129号で

報告されている。

野ねずみ被害が，林業施業に伴う必然的なもの

であるとされている北海道において，自然保護．

畷境保全的な血場から，その防除対策も改めて検

討されなければならない情勢をも迎えている。

全国的な立場からみても，野生鳥獣の保謹管理

の問題は，ますます関心が寄せられてきており，

北海道における野ねずみ防除対策は，その意味で

も注目される多面性を含んだ問題であろう。

野ねずみ発生予察のあり方

野ねずみ発生予察とは,ある場所の,ある時期に

おける野ねずみの発生鐘を予測することであり，

適確なる防除を実施するうえにおいて，欠かせざ

るものであることは論をまたないことである。

しかし，現在発生予察で問題となっていること

で感じられることは，発生予察のために行なわれ

ている生息数調査の持つ意義と役割が，混乱され

て考えられているところに，問題がひそんでいる

と思う。

戦後の26年度の大被害から，北海道の野ねず

み防除対策には，まず発生予察の研究が必要であ



り，またその発生状況を把握する'附報網を確立す

る必要があることを提示したのは轆者であった。

当時は研究室員全員で金網製捕そ器を唯一の頼り

として，数里の山道を歩くという地域的な発生状

態の調査から調査を始めなければならなかった。

一方，無流団子の曳引調査という，今考えれば

まことに姑息的な方法で開始された生息数調査

も，昭和31年から現在のように，はじきわなに

よる調査に替わり，34年の大発生を契機として’

800箇所という全道的な生恩数調査地が増設され

るようになり，さらに試験研究機関による，特定

調査地における繁殖状況洲査も行なわれるように

なり，昭和35年に初めて北海道の野ねずみ発生

予察体制が確立されたわけであるが，この間試験

研究磯関と防除実施機関とは，歩調を共にして問

題の解決にあたったことは，戦後の野ねずみ防除

史上において，特築されなければならないことで

ある。この間の発生予察に関する研究成果は，北

海道野ねずみ研究グループによる『エゾヤチネズ

ミ研究史』3）をみていただければ，おわかりいた

だけると思う。

しかし，その後のネ|冒会的諦梢勢の影響もあっ

て，生息数調査日数の短縮問題，また定量的な発

生瞳の表現問題などが表面化するにしたがい，生

息数調査の有する意義と活用に対する考え方に，

序々に変化が生じるようになった。

このような考え方は，生息数調査を秋に重点的

に行ないたいという，昨年の防除実行側の提案に

よって，よく呪わされると思う。すなわち生息数

調査は，発生予察を求めるより,･,li"散布の基準

の盗料として必襲なもので，全通的なより粘度の

商い発生予察は余り必要としない，発生予察軽視

の風潮が生じてきていることを示すものである。

余語3>は「ネズミの生息数調査にも手がまわり

かね，一齢級造林地に一定戯の毒餌をまきさえす

ればよい，またそういう方法の確立をのぞむとい

う潅気にもなりかねない面もある」と昭和38年に

すでに批判的にみていたが，先に述べた保護技術

の展開において述べられている批評とも合せて，

防除実行機関の生息数洲査そのものの考え方を，
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改めて校訓‘されなければならない問題であろう。

要は防除実行機関側が要求する適確な発生鐘

を，いかにして把握するかの､碇体制と，防除実

行機関側の発生予察の依存性と，また個々の現場

における予察の信頼性が，個々ばらばらに考えら

れているところに問題の核心があるといえよう。

昨年の保謹専門部会で問題となった，繁殖湖充

中止の問題点4)5)についても，試験研究者側の問

題点が整理されていないままに論議されたため，

特定調査地の設置された愈蕊も，｜-分に理解され

ず，また防除実行職関側によってｲjなわれていた

繁殖状況調査も，その資料の傭頼性をいかに改善

すべきかは険討されなかったことによって，より

問題を複雑化したと考えられる。

生息予察調査資料に加えて，繁殖活動や年齢椛

成，さらには出生率，死亡率が|ﾘlらかにされて，

はじめて正確厳定量的発生遡が予測できるのであ

るが，残念ながら地域的な繁殖涌動や年齢椛成の

調査は，それなりに専門的な手法が必要である。

植物を扱うことにおいては人後に溝ちない，防

除実行側の林業家の諸氏も，こと野ねずみの解剖

と癒ると，見ただけでも飯が飲くられなくなる方

が意外に多いのも事実である。

また道内各地点から試験研究機関に送付･されて

くる，ホルマリン浸けの野ねずみの死体は，場合

によっては，一日に数百頭も処理しなければなら

ず，臭気とその処理にともなう労苦は大変なもの

である。しかもこれらの作業を処理する日数は，

これまた防除実行機関の防除対策上の要望もあっ

てきわめて短い期間しか与えられていない。

試験研究機関は，それらの作業を行なうのが当

然であると考えられがちであるが，本来の試験研

究機関の使命は，より確実な予察方法の確立であ

り，その方法がより簡易なる技術で実施できる方

法を開発するかにある。

したがって確立された一つの予察法に埜づい

て，個々の現場における調査方法も，より簡易な

技術で把握されるという段階にあるならば，現在

問題とされるような混乱は，未然に防げたであろ

うし，より精度の高い発生予察が実施できたであ
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ろう。

しかしこの点は残念ながら，そのような発生予

察法を確立するためには，未解決な問題点が多く

残されすぎている状態である。

『エゾヤチネズミ研究史』のなかで，生息数調

査については「生息数を，できるだけ正確に把握

するためには，これまで提唱された技術と方法を

再検討する必要があり（中略）さらにサンプリン

グの問題として，現行の林業経営単位にもとづ

く，画一的な方法でなく，地域性・立地性により

層化を行なった，無作為的調査方法の確立に進む

必要があるであろう」と，また「数量的発生予察

の要求に対しては，いわゆる生産生物学的に収容

力を計算することも必要であり，また生長や繁殖

に関する資料も数学的処理ができるように整える

ことも必要であろう」と，10年前にその研究の

方向性について述べていた。

そして試験研究機関は，この方向性に向かって

それ以来，生長，繁殖に関する研究，生息条件の

解析というテーマをかかげて，現在も追究を行な

っているのである。

しかし，先に述べたような現在北海道の野ねず

み発生予察の問題をかえりみたとき，まず考え厳

ければならないことは，これまでの研究成果およ

び生息数調査資料を総ざらえして，

（1）いかなる場所に生息数調査地を設定するか

（2）1生息数調査地の包括面職はどのくらいが

限界であるか

(3)生息数調査の実施時期は何'1寺が適当か

(4)個々の現場での繁殖活動は，どのようにし

て把握することが可能であるか

(5)エゾヤチネズミの繁殖活動を左右する要因

をどの程度,現場での資料から把握できるか

といった問題を，試験研究機関および防除実行機

関が，それぞれ分担しあって再検討することが必

要であると考える。

この場合，とくに防除実行機関側の検討として

は，前田6)の報告が非常に参考になるものと思う

ものである。彼は昭和45年から49年までの，北

見営林局清里営林署管内の生息数調査資料を用い

て，同署管内の野ねずみ年次変動はじめ分布状態

などを分析しているが，その中で造林地の野ねず

みの分布は,管内の共通的な要因をもつものと,特

徴的なものとがあることを示指している。この共

通的なものと特徴的なものとを明らかにすること

により，先に述べた生息数調査地の設定条件がよ

り合理的になるものであり，また今まで見逃され

てきた貴重な資料の活用によって，より地域的な

発生予察を明らかにすることが考えられる。

災苫は忘れたころにやってくるという轍を踏ま

ぬためにも，これまで多くの先輩によって培われ

てきた，北海道の発生予察体制をよりいっそう確

実なものにするよう，防除実行儀関と研究機関の

緊密な協調が必要とされる。

今後の野ねずみ防除方法

戦後の北海道の野ねずみ防除は，全刈り，火入

れなどによる林地清掃，造林地への侵入を防止す

る防そ満，毒餌による駆除法が，それなりに組み

合わされるという，応急的な防除法から展開され

たのである。

しかしその後，林地清掃も土壌保全，苗木保護

上の問題から，徹底した全刈り，火入れによる地

栫えは中止され，さらに防そ溝の中止，そして現

在のようなヘリコプター散布による，殺そ剤によ

る駆除が主体をなしたのである。

この毒餌駆除法は，広大な林地を対象とする野

ねずみと，度かさなる大被害発生から，とらざる

をえない防除法であったため，モノフォール酪酸

ナl､リウム剤という強力な殺そ効果の登場は，当

II＃としては驚異的な注目をあびたものである。

しかし，筆者ら7)は本剤による，天敵動物への

二次的被害の発生を恐れて，全国に先がけてより

安全なる燐化亜鉛剤の使用措置に切り換え，さら

に本剤の3％含有毒餌をさらに1影に低下させ，

野ねずみ以外の他の動物への影響を，より少なく

する措置を行なってきたのである。

現在このように二次的被害の発生を防止するよ

う，殺そ剤の使用に対する配慮が行なわれている

のは北海道だけである。



しかし，腱薬使用の行きすぎは，広く農林業の

あり方に反行を求めるにいたり，今後より低毒性

の殺そ剤の開発が望まれるものである。

一方北海道野ねずみ研究グループは，今後の野

ねずみ防除の問題点として「いかにして魚害のす

ぐない林業を行なうかということを，自然的・社

会的条件から検討することが必要でないかと思わ

れる」と10年前に述べていた。

したがって当II#から技術的問題にかぎって考え

れば，当然取り組まなければならない，森林施業

法による野ねずみ防除法について，関心を持って

いたのである。

その後太田8》9)は，この研究史における反省に

もとづいて，林業生産の特質を考察し，北海道の

自然的条件からも，天然林施業によれば野ねずみ

被害の少ない林業が行なえると提唱した。

しかし，この理論を実証する，生物群集学的研

究の具体的内容はまだ示されていないため，北海

道野ねずみ研究グループは，天然林と人工林にお

ける生物群集学的比較から，両者における野ねず

みの環境収容力の差を見だすべく，昭和42年6

月から1年間，野'幌国有林において調査を行なっ

たのである。この調査結果については，近く取り

まとめ報告がされるので，ここではふれないでお

く。

しかし，生態系における生産者(植物)と消費者

(動物)は，天然林では極めて複雑であることが認

められているが，生産者である植物群落の構成が

単純である人工林では，それに対応し消費者であ

る動物群も単純化される傾向にあり，北海道の人

工造林地に野ねずみ被害またほかの病害虫の発生

の多いことも，すでに知られている事実である。

したがって生物群集の多様化によって安定した

天然林においては，平衡状態をくずすことなく，

択伐を行なう限りにおいて，病虫獣害の発生を促

がす危険性が避けられることは，当然考えられる

ことであるが，しかし森林生態系は絶えず変遷し

ていること，さらに現実的に有用樹種の短期育

成，また皆伐跡地の施業という問題を，どのよう

に組み入れるかという問題となると，やはり未解
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決の問題が多く残されており，野ねずみの被害の

少ない森林施業法の確立までには，相当の年月を

愛すると思う。

般近になって‘渚外僅|においても，ねずみ個体群

変動において，食物の役割を重視し，生物群集内

部の職造と機能について，代謝とエネルギーの流

れの．''で追求されようとしている。

これまでのエゾヤチネズミの研究成果の中で

も，エゾヤチネズミの生息数は林相によって差が

あることや，林床植物の現存戯と栄撞価によって

途いがあることなどがljIらかにされている。

しかしながら，これまでの研究成果では，食物

条件となる林床柿物の，質的・量的な関係がまだ

明らかにされていない。

この点を追求することが，森林施業法による野

ねずみ防除の問題を解決する鍵が握られているよ

うに考えるものである。

さらに食うものと，食われるものとの食物連鎖

上における野ねずみの位置づけも，現在の北海道

に生息する天敵動物の，分布と生息数から，どの

ような関係にあるかも検討される必要がある。

｜'|然保准，野生鳥獣保謹がさわがれてきた今

[1,|'1然界の釣合いをどのように熟視し，野ねず

み防除を行なうか，改めて検討されなければなら

ない問題点であろう。

（うえだめいいち・林試鳥獣科長）
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虫難藤農林鶏
業の推進を

図るとともに，特に松くい虫の異常

(2)間伐対策の拡充強化

戦後のめざましい拡大造林による

大量の要間伐林分に対処して，間伐

林道の創設，間伐材の計画的生産流

昭和52年度の林野関係予算要求

が8月30日の省議で決定され大蔵

省に提出されました。

これによりますと，一般会計は

公共事業1,802億6,800万円＝＝

（対前年度比129.4％）非公

共事業428億8,200万円（同

131.4影)総計2,231撤4,900＝＝

＝＝なまん延を防止するための新

たな制度の創設と閲の助成の

大幅な拡充をはかる。

＝＝(5)林業柵造の改善と林業の

担い手対策の強化

林業柵造の改善を悩極的に推進す

るため，鰯2次林業職造改善訓喋の

拡充をはかるとともに，林梁職造改

藤実施地域について近代化施設，生

活環境施設等を盤伽する事業を実施

する。

また，林業の担い手となるべき林

業従事者および林業後継者の碓保を

はかるため，林業改善資金の資金枠

の拡大のほか，林業集落の基雛を総

合的に整IIIIiするための計画を樹立す

る。

(61木材･流通消費改善対策の拡充強

昭和52年度林野関係

予算要求の重点事項

通の推進，間伐材の加工技術の開

発，需要の促進等の諸施策を総合的

に実施する。

(3)国土保全・水資源対策等の充実

山地災害の防止，水源かん養機能

の充実および生活環境の|句上を図る

ため節5次治山事業5カ年計画を策

定し治山事業の計画的な実施を図

る．また，水源林造成の推進，森林

計画制度および林地開発許可制度の

適切な迩営，保安林制度運営の強化

等をはかる。

(4)森林病害虫等防除事業の拡充推

進

万円。財政投融衝計画は1,078億円

（同223.7”となっています。

また，国有林野事業特別会計は歳

入歳出とも4,082億7,200万円（同

歳入113.1％,歳出112.6％）となっ

ています。

昭和52年度における林野関係予

算要求の重点事項は次のとおりで

す。

(1)林業生産基雛の雌術推進

活力ある森林を維持造成し，木材

の安定的供給を図るた沙，造林・林

道等の林業生産埜雛の整伽を計画的

かつ強力に推進する。

表･1木材（用材）供給量の推移 (箪位：千m3)
|読読障蕊濁憾…業’

､,ol''|#6|.'|｡81

職;灘
56，54

49,00

7，54

86．1”･4|"･445･34'･3135
1 I

観’
!13,04J

I

50

木材(用材)供給量

の推移について

木材（〃j材）供給戯の推移を国産

材，外材別にみると（表・1)，国産

材･の供給瞳は，43年以降連年減少

しているが，45年から49年の4カ

年の平均減少率が4影であるのに比

べると，50年には12％と大きな減

少率を示した。一方外材供給鐘は前

年を16影と下回り，木材輸入が本

絡化した36年以降初めての人幅減

少となった。

次に外材供給皿を原木，製品別に

みると（表・2)，35年の製品輸入割

合は12影であったが，49年にはそ

の比率は34％と櫛まっている。こ

れは35年当時皆無であったパルプ

総供給載

国産材

外材

自給率

96,369

34,577

61，792

35．9

輌
迩
額

７
Ｐ
３

９
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３
７

資料：林野庁「木材糯給変」

表･2外材供給量の推移 (単位:¥m3)
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弓＝

三世界の食縫危機が問題になっ
g＝

三たのは1960年代の初めごろか
三

舅らですが，その当時の関心は発
＝
呂＝

言展途上地域の飢餓であって，人
＝
＝

臺口爆発の激しいこの地域の食樋
三

三不況解決が論議されたものでし
二＝

三た。しかし70年代になると先

曼進工業国を中心として運営され
＝＝

雪譜鱸;駕鋭食
二二
＝二

三に恒常化の様相を示してきまし
＝

言た･70年代の食糧危機は72年

言のｿ巡の干ばつ･凶作が始まり糧
＝

三で，アメリカその他から不足食
＝二

三,蝋の大鐙輸入によって世界市場
三｜

薑'の食紐在庫は激減し，穀物価終戦三

三は平均4倍もはね上りました。
＝＝

ついで昨75年のソ連凶作も

異常でしたし，今年は西ヨーロ

ッパ諸国は大干ばつに襲われて略
減産は避けられず，アルゼンチ

ン･ブラジルも不作のようです。

二穀物は石汕と並ぶ巨大な世界

商品でその取引の7割は先進諸

国相互間で行なわれています。

ソ連は農産物輸入国に転落する

ことによって外貨事情は悪化

し，輸出振興に懸命にならざる

‐をえなくなり，逆に最大の輸出

i国であるアメリカは豊作と世界

:的需要増という好条件に恵まれ

て記録的な農産物輸出を達成

し，これが不況脱出のテコとな

りました。

このように食綴はいまや軍事

：兵器，石油に次ぐ戦略物資とな
＝

言って一国の政治・経済に大きな
三
三影響を与えるものとなってきた
＝

化

木材需要の過半を占める住宅部I16

への木材供給の合理化と木材利用の

拡大を図るための事業の実施および

木質材料の技術|淵発等を行なうため

の助成のほか木材備蓄対策事業の拡

充をはかる。

(7)国有林野事業の改善

国有林野のもつ多角的機能の総合

的発揮を目途として，適正な森林施

業の実施と各種事業等の改善・合理

化を推進するとともに，最近におけ

る国有林野事業特別会計の財務事情

等にかんがみ，造林・林道事業の実

施に必要な資金として，一般会計資

金および財投資金からの導入をはか

る。

'8)以上のほか，中核林業振興地域

育成特別対策事業，森林組合の指導

覗業，優良種苗対策，国土緑化，海

外林業開発の協力等林業振興に必要

な各種事業を推進する。

のです。

これまでアメリカは，世界戦

I略の武器として大規模な核戦力

を建設し，ソ連もそれに対抗し

てきました。またアラブ産油国

によって発動された石油戦略

は，アメリカが最強を誇ってき

た核支配の体制を上まわる威力

を発揮しました。いまやアメリ

カは，表向きには否定していま

すが，食糧を外交上の武器とし

て使う食樫戦略を，対外穀物輸

出をコントロールすることによ

って効果的に採用している傾|句

があります。

世界の食綴需給がこのような

情勢になってきた現在，恒常的

な食綴輸入国である日本はどう

すればよいのでしょう。現在わ

が国の穀物自給率は40影であ

って，農林省の見通しでは今後

ともその向上は望みうすです。

日本同様に食糧自給率の低い

イギリスは，かつての広大な植

民地の農業をバックにして自国

内の農業を犠牲にして工業化を

なしとげました。

今では旧植民地国との特恵関

係の解体とともに急速に自給率

の上昇に努力しています。先進

工業国はそれぞれ工夫をこらし

て国内農業支持制度をとってお

り，それはもはや国の経済・社

会の抜き難い支柱となっていま

す。食職自給率の低下を野放し

にしてきたわが国は，ここで重

大な食極戦略の転換を迫られて

いるというべきでしょう。
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用チップの輸入が40年代に入って

大幅に拡大したためである。また，

49年には,外材供給量が減少したな

かで製品輸入量は増大したが,50年

においては.製品輸入量も24影減少

しており，特に合板が62％と大きく

減少した。これは48年において価

格の高騰に対処して,47年の6倍も

の輸入が芯され，これが在庫圧力と

なったこと等により減少したものと

考えられる。

49年から50年にかけてのわが国

の木材輸入量の減少は，東南アジア

の木材輸出国をはじめとする木材の

輸出国の経済に大きな影響を与えて

おり輸出国側において丸太輸出から

製品輸出への転換の勤きや，わが国

の木材需給および価格の安定を求あ

る動きが高まっている。
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ドイツは林業・休学の歴

史が古く，現伍でもこの分

野の文|樅・維捲が多くII1版

されている。これらの文I縦

や雑感を1沸むためには林梁

"l''ﾘ川語の碑II；が必要であ

る。

ドイツ脇の|;|蝋)1職辞典

はわが閥ではli{IWI初lUlに発

行されたものが2$賊iある

だけで，その後今側まで発

行されていなかった。

今回州版された大金氏ら

の編篝になる｜記の辞,嘩は

林業関係の卿'111用語を経

営・測樹・航蠣写典・林

政・経済・生態・瀞休・脈

I渡・ﾉ|晶理・遮仏・上域・育

靴・伐木・巡|洲・・砂防・測

量・林道・林瀧製造・木材

加工・樹諏名と非附に広い

分野にわたって収録してあ

り，これらの各専､{3分野の

朧威者が分ｲII執采されてい

る。

辞濁:は特殊なv餅物である

ので語錐を逃択したり，追

加したり，アルファベット

順に配列したり，その編纂

には一方ならぬ苦労と歳月

を要することが伺われ編者

諸氏の長い年月にわたるご

努力に対して敬意を払いた

い。

また出版州ifも必ずしも

良いとはいえない昨今，本

欝を発行した出版社にも賞

讃を送りたい。

ドイツの文献をひもとく

ときには辞il$を活用すると

|司時に各蝉''1分野の沓物，

たとえば吉ll:1正男氏の森林

継理学，中村慨太郎氏の青

護遜識

大金永治

田中聖一編
五十嵐恒夫

独
和
・
和
独
林
業

本詫本文用紙を3,000倍に拡大したもの。
下部の滑らかな部分は印刷面

塗
工
印
刷
紙

前I111,本誌表紙の顕微鏡写真を示した

ので，ついでに，今匝1も水誌本文用紙を

肱大してみよう。

一見して，この紙は平滑にコーテング

され，印刷適性を良くした，いわゆる塗

工印刷紙であることがわかる。このよう

になめらかな紙も,31000倍に拡大する

と，写真のようにかなりの痘痕面であ

る。下半分はなめらかだが，これはイン

クがのった印刷面である。

紙力試験をしてみた。幅15mmの引

恨り強さは縦4.2kg,'W1.8kg･破裂強

さは1.1kg/cm2,2cm引き裂く強さは

縦27.59,"33.6gであった。

この結果から，この紙の榊成主体はメ

カニカルパルプであるといえよう。日光

に晒しておくと，除々に褐色化すること

からも判断される。パルプ中のリグニン

瞳が比較的多いためにおこる現象であ

る。（林試宇佐見国典氏提供）

↑
壼
叩
一
一
冥

新畿判396ページ

日本林業調査会

東京都新宿区市谷

本村町28

ホヮイトビル

1976年2月28日

発行

定価2,500円

判
較

蕊

も
比
ら
が
・

か
蹴
る

鐡鬘 鎌遥簿
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林学原論，佐藤敬二氏の林

木育諏，といったような定

評ある瞥物の索引のドイツ

語も参考にし，手掛りにし

て，特定の聯|''1用語のもつ

概念内容をiﾘ1確に把擬する

ことを推めたい。そうする

ことによって冨葉のもつ意

味がよく把握でき，文献を

深く理解することができる。

ドイツの文献は林業・林

学の領域で現在も重要な思

想や消報を拠供している。

今日発表されている林業・

林学の文献では東西ドイ

ツ，オース1､リー，スイス

を含めてドイツ語で発表さ

れる文献が世界中でもっと

も多く，その水準も商い。

またドイツは工業閥で人r1

が多く，騨塊問題，自然保

謎問題(森林磯能問題)，外

材間魑，その他わが低Iと似

た問題が多い。ドイツ調で

;II:かれた聯11ﾘ文llⅨを,識むこ

とはわが国の林業林学の展

開のために有意蕊であり，

参考になることが多い。そ

のためにはドイツ語が必要

不可欠である。

ドイツ語の林業専門文献

を読む人の手引将として

本嘗のl1臘読利用を推奨した

い。

（林試経営脇中村三肴）

Ir三壹萱〃

沖縄の森林造成

健全な森林造成の要請は強い。

しかしながら，必ずしも順調なペー

スで造林が行なわれているとは言いが

たい。かつては製織，カツオ処理の燃

料あるいは燐炭材として木材は金にな

り，山からの収入があったことから造

林資金も比較的措悩されやすかった

が，今や森林盗源の未成熟さ等から山

からの収入を期徳することはむずかし

く，造林#”制度により国費2/3を含

めて造林経費の7割が補助されるこ

と,腱則,低利の融資の道が開かれてい

ること藤，助成の手厚さにかかわらず

遊休資金の捻出が困難のようである。

そこで期織されるのが20年程度の

林業としては比較的短い期間で収入が

縛られる前述のハンノキ，モクマオウ

であるがこれらはパルプ用材であり，

i'l!繩の地利，生産瞳の確保淳経済桃の

雌を克11Mすることを念じなくてはなら

ない。沖繩の特性から終局的に目ざす

のは，広葉樹の用材龍産，という声が

強い。内地においても広葉樹林造成の

必要性が説かれるがシイタケ原木用が

｣ﾐ体であることから，ユニークであり

興味深い。北部のⅢ齢級前後のイタジ

イの改良は比較的経費が安いし，成長

途|.にある。中南部の土壌に耐えうる

デイゴぱ1芸材として伐期は早い。こ

れらを先陣として沖繩の山が広葉樹の

宝庫となることを期待したい。それに

は，助成の強化と活用，熱心な指導普

及群関係満のご苦労が続くように思わ

れる。(H.S)

沖縄の造林といえば，人］獅獅によ

るリュウキュウマツで代表されてき

た。更新面職の約8割がリュウキュウ

マツであった。

ところが近f1順次減少し50年度は

腹帰当時の2分の1近くとなってき

た。一方，成長の早いモクマオウ，タ

イワンハンノキそしてイスノキ，デイ

ゴ，ホルトノキ等の広集樹の造林と，

イタジイを中心とした天然広蕊樹林の

改良が増えてきた。とくに造林補助の

対象となって3年目を迎えた広葉樹林

改良の伸びは著しく今後の増加が期待

される。

沖縄の森林・林業は内地一般に比し

特性を持っている。戦II』・戦俊におい

て軍用材・復興材として乱伐され，聯

,林盗源の内溶は藩しく劣る。土域は乾

燥jW!が多く，気候もil1i熱将気候に脳し

｢1本の代表的樹種であるスギ，ヒノキ

の造林が一部|X域を除いて期待できな

い。

また森林所有構造をみれば，市町村

有林が民有林の約6割を占めており，

市町村の造俳への取組み方が，沖繩造

林のカギを握っているといえる。

県産材は需要の1割に満たず，外材

依存率ば約8割という現状から，森林

資源の充実は内地以上に緊急性を有し

ている。また那覇，石川等沖繩II1南部

の都市ば水不足をきたし，北部の森林

地帯から大量の導水を行なっている

が，今後さらにいくつかのダムの勉没

が予定されており水盗源碓保の閲でも

独和・和独

林業嬬業

難鰕。

I
一
”
一
一 ’ この欄は編集委員が担当してい霞す’
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寒風害発生地におけるスギ

植栽試験

林試・東北支場岩崎正明ほか

日本林学会誌58－8

1976年8月p.273～277

東北地方の寒風害発生地帯に械栽

したスギを対象に，被害の発生状

況，生長経過などについて網べたも

のである。以下，試験地の設定,'M･

料ならびに方法，結果と考紫，に分

けて図表を入れて説|ﾘjしている。

被害は植栽後5年ころまでの間に

多く発生するが，その後は樹齢の増

加に伴い，被害の発生もしだいに少

なくなる。雪伏処理は械栽初期の寒

風害回避にきわめて有効であるが，

植栽後2年間が限度で，その後は雪

伏ができなくなり一時かなりの被害

をうける。被害木の樹高生長は反復

被害を受けているあいだ抑制されて

いるが，その間でも新輔の伸びは，

むしろ無被害木のそれよりかなり大

きいので，被害から脱出する樹齢に

達するころまでには著しく回復して

おり，被害による樹間の停滞は予想

したほど大きくないようである，と

している。

ヒノキ林の地力低下とその

対策一表面土壌の侵食と

防止

東京農業大学杉浦孝蔵

森林と肥培No.89

1976年9月p.1～11

造林地の地力の低下（とくに，ス

ギやヒノキ）はかなり以前から認め

られているものの，一部の方法以外

はいまだに抜本的な地力低下の対策

はない。そこで，地力低下の大きな

原因は，造林地の肥沃な表面土壌の

流亡による土壌養分の損失と考え，

造林地の表面土壌の侵食の状態およ

び侵食防止方法に関して実験中であ

るが，ここには，皆伐更新に伴うヒ

ノキ林の地力低下と対策について検

討したものである。

この実験は，尾鷲林業地，土井林

学試験地（奈良・上北山村）で行な

っているが，まず，皆伐に伴う造林

地の地表面石礫の動き，造林地の地

表面高の変化および表面土砂礫流出

量，地力低下の機織，等地力低下の

原因解明を行ないながら，現実的な

早期対策として地力の維持と増進に

ついての具体的な方法を提示してい

る。

マツカレハの被害一微生

物農薬「マツケミン」によ

る防除

前橋局・喜多方営林署

山脈27－4

1976年7月p.3～8

11IWI50年5～7月ころに当署管

内でﾘ,li威をふるったマツカレハの被

害についてその防除として微生物農

薬マツケミン水和剤を，同年8月末

～9月上旬にヘリコプターによる空

中散布を実施したので，その結果に

ついての中間報告である。

以下，被害場所および被害状況，

防除方法，防除効果について詳しく

報告され，とくに，ヘリポートの選

定，薬剤の貯蔵についての注意事項

を述べ，地域住民への啓蒙の必要性

を説いている。

集材機作業の安全と能率

東京農業大学中村英碩

林材安全No.330

1976年8月p.7～12

集材機作業や索道技術について

は，われわれn本の林業人はかなり

長い経験と技術の歴史は持っている

ものの，なお若干の問題点や改良の

余地があるとして，以下，索張り方

式，張力管理，根株の強度につい

て，集材機作業のおもな索張方式の

分類とそれぞれの特性，架空索許容

荷重表，台付張力比係数分度雛とそ

の作り方，スギ根株強度の実測例な

どの図表を入れて，具体的に説明さ

れている。

最後に，対策はあくまで現場をふ

まえた林業技術者によって科学的に

慎重に進められるべきであるとして

いる。

動力枝打機による枝打ちの

省力化に関する調査

岡山県・林試岡滋

機械化林業No.273

1976年8月p.22～30

枝打対策として期待の大きい動力

枝打.磯について，その作業工程，安

全性，改善点等について，現地澗査

を行ない，普及活動の参考にしよう

としたものである。



以下，調査地の概要，開査方法を

述べ，結果と考察を行なっている。

なお，使用機具は，ゼノアPC10

である。まず，主体作業についてみ

ると，手鉈作業を100とすると，動

力作業でスギ136.2％,ヒノキ181.3

％であったが，全体の枝打上げ総麓

では両作業に大差はなかった。機械

作業について注意噸項や作紫の安全

性を考察しているが，改普点として

は，太枝の場合鋸刃に重みを感ずる

ので，簡易な枝抑上げ装世の必要，

排気音が商く敬遠されるので，消音

機造の必要，エンジンの加熱を直接

右手に感じるので，簡易なエンジン

ガートの必要，などをあげている。

アカマツ・ヒノキ混交林の

施業法

広島県・林試兵藤博

ひろしまの林業No306

1976年9月p.6～7

ヒノキの造林地に侵入してく扇ア

カマツを除くべきか，育てるべき

か，の問題を解決する方法として

「アカマツ・ヒノキ混交林洲査」を

行ない，あるべき施業法を提示して

いる。

現実のアカマツ・ヒノキ混交林に

ついて，本数・混交率（本数),材職

について調査した結果，混交率がア

カマツ30～40影，ヒノキ70～60%

のときに林分の総材職は最大であっ

た（純林よりも大)。しかし,収益に

ついては，もちろんヒノキ純林の方

が大きいので，ヒノキの生育が良く

ないとき,または,良くないと判断さ

れるときに混交林にするとよいとし

ている。混交林の施業としては，10

年ぐらいまでに林分を催弧しつつ，

ha当たりアカマッ約1,000*,ヒノ

キ約2,500木程度にして次節に本数

を減らす。かくて，アカマツを上木

として，ヒノキを下木とした混交林

ができあがり，材積，収益，地力維

持，諸害への抵抗などにおいて有利

であるとしている。

地域組織としての協同組合

の発展方向一協同組合に

おける地域性と職能性

農中金・研究センター鈴木博

森林組合No74

1976年8月p.5～13

組合員の面でも，またそれぞれが

営む事業や組織上の連携の点でも，

森林組合と関係の少なくない腱業協

同組合においては，ここ’0年あま

りも前から，協同組合としてのその

組織の基木的なあり方をめぐって，

いわゆる「職能組合論」と「地域協

同組合論」という二つの相異なった

談論が展開され争われている。

この二つの議論は，直接的にはい

わゆる「都市磯協」のあり方，ない

しはその制度上の処理方法に関連し

てひき起こされたものであるが，そ

の背後には協同組合というものにつ

いての考え方の根木的な迎いにある

とし，森組や漁協などにも直接・間

接に関連することであるとして，以

下，この二つの議論の要点やその争

点をあとづけながら，協同組合とし

ての農協の向かうべき正しい方向は

どこにあるかを考察している。

雌阿寒山麓のアカエゾマツ

天然林

帯広局・計画課梅津武

樹氷26－4

1976年8月p.73～85

アカエゾマツは鼠的に少ない蝋爪

な樹種であるが，当管内では北海道

全休のアカエゾマツ蓄砿の3/4をl!i

めている。

39

活火山雌阿寒岳(1,508m)の山

麓に広がるアカエゾマツ天然林は，

すでに数百年を経過したものであ

り，純林を形成したものが多い。そ

こで，特異な存在であるこのアカエ

ゾ天然林について，その更新の仕

組，災新一成林一極盛相一更新とい

うサイクルの中で，アカエゾマッ林

の生産桃造を明らかにするために，

39年燕礎調査を行ない，40年8月

にアカエゾマツ林分試験地を設定し

た。

その後,45年10月および50年8

月に定期調査を実施したので，その

凋資結果の報告である。

小坂町の林業とニホンカモ

シカ保護牧場

岐阜・小坂町役場高桑淳平

みどりNo.258

1976年8月P.28～33

当町は，山林が98％を占める山村

であり，造林にも熱心で人工林化率

は54形（個人有山林，60年度に60

％）である。

48年ころからカモシカによる造

林木への被害が激増し，環境庁など

の許可を得て保護捕獲を行なったも

のの所期の目的は果たせず，保護行

政と林業行政の板ばさみとなり,｢重

要な動物であるならば，山林所有者

の承諾を得て保護区域を設定するな

り，保謹施策そのものを徹底的に見

液してほしい」として，自らの手

で保謹区(1.25ha)を設け，ヒノキ

4,000本を植栽し，ソヨゴの保存に

努必，冬の食糧をかねて生態観察を

しようとしている。

○山口博昭：森林害虫の総合防除

山林No.1107

1976年8月P.35～41
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昭和51年3月

閥 嗣眉願
※ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。

||lilllllll“I,'Illllllllilll

スギ精英鮒の発根調盗

眼和47～49年の3カイド間同一環

境下にスギさし木養苗した結果を

計測取りまとめた。（支場艮窪In

豊）
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カラマツ本数調節試験地中間報

告書長野営林局計画課

昭和51年3月

カラマツ造林而職の多い長野ほか

7営林鰐に17試験地を投定し，中

間とりまとめを行なった。（金151

ページ淵査者,"l11文夫ほか）

秋田県林業試験場業務報告

昭和50年度

主な試験業務

1）良質材の生産技術と流通に関す

る調査研究

佐職lu村，山内（桃山）

2）林木の環境適応性による撫育試

験一都市環境が樹木におよぼす影

響一三流獲之

一海岸保安林の土壌条件とマツ林

の生育(1)三浦蕊之

3）造林スギ小径水利用集成接荷試

験福m,木村，野呂

秋田営林局研究発表会論文集

昭和50年度

全発表数23項目中より抜粋

1）ブナ碓幼樹発生条件の一考察

小野ほか4名

2）樹下植栽の実験について

湯沢醤・鈴木昇ほか7名

3）豪雪地帯における幼齢木の雪害

防除試験について

古口署・脇山糺

4）花崗岩風化地帯における山腹工

施工の一考察

和田署・佐々木十郎

5）ブトン篭の一工法について

古口答・遠藤俊春

静岡県林業試験場研究調査資料

第17号昭和51年3月

瀧休組合に関する調査

一賀茂地域における森林組合員の

意識調査一（内容）地域の概況，

森林組合林家の現状，育林業の動

向，森林組合に対する意見，まと

め（全31ページ）

島根県林業試験場研究報告

第26号昭和51年3月

全5項目53ページより抜粋

1）薬剤による苗畑除草試験（第11

繩，第12報）武II1幸夫

2）島根県におけるマツノザイセン

チュウ，マダラカミキリの実態調

査山田栄一・周藤靖雄

3）間伐材.の材愛と利用開発に関す

る研究立花・平佐・安井

関西林木育種場山陰支場

高知県林業試験場研究報告

昭和51年3月

全6項目中より抜粋

1）簡易搬出作業道の改善に関する

研究、中忠義・簡橘重敏

2）マツノザイセンチュウ，マツノ

マダラカミキリの実態洲在

宇賀正即

3）大気汚染による被害実態調査

小松，宮地，那須

福岡県林業試験時報第25号

昭和51年3月

樹木の煙害に関する研究（第3

号)－大気汚染の樹木に及ぼす影響

について－中島・小河・萩原

山形県立試験場研究報告

第7号昭和51年3月

全10項目より抜粋

1）スギ良憧材生産技術の体系化に

関する試験一多当地における生産

目標の設定と育林作業の組吹て

佐藤啓裕

2）緑化木の山取り試験(1)根廻し

方法による山収り試験(2)とり木

による山収り試験（予柵）

武田康信

3）クロマツ海岸林の生態的防除試

験(1)除伐したクロマツ幼齢林に

おけるマツバノタマバエの被害折

解，ほか1芥藤諦

愛媛県林業試験場業務成績報告

書

昭和50年度

主な試験研究調査

1）枝打ちとボタン材に関する試験

吉金通胴

2）造成地，海岸埋立地聯の緑化に

対する土域改良拭験(Ⅱ）

武村難治

3）非皆伐施業の機械化に関する試

験久傑l.II藤信

4）人工斜面裸地の緑化I職に関す

る試験上I11IM

5）シイタケの害繭（トリコデルマ

菌）防除試験字郁宮束縛



11

八戸、f、ハダヘf、r､へr､／、へf､／、八′､八r、

&d44dももJ~344644ddd
ぜマツが枯れるのだろうか大変興味

を持っていたので続けて研究をしま

した。今までの研究をまと必てみま

すと次のようになります。

II(I和47年「マツクイムシの被寄

状況調査」

昭側48年「マツクイムシの被害

状況調査」「マダラカミ

キリとザイセンチュウの

関係」

昭,W149年「被害状況調査」「マ

ダラカミキリの幼虫・姉

・成虫の調査および脱出

調査」「ザイセンチュウ

の分布」

研究内容

1．マツクイムシの被害状況

（3年目）

(1)10m方形わく法で調査した林

ア．枯木を立木のまま保存したア

カマツとクロマツの混交林では

21本のマツが3年目で全部枯

れた。

イ枯木を林より除去した混交林

では，46本のマツが2年目で

12本枯れ,3年目でクロマツ1

本を除いて全部枯れた。

(2)周防南部地域の被害

会員の広場

ある中学校理科クラブ大田一雄

『松くし､虫の研究』の紹介

「山口県平生町立平生中学校理科クラブの5カ年の歩み」と題して，県

林政課大田氏よりご寄稿いただきました。郷土を松くい虫に荒らされた彼

らの調査報告はそれなりに評価されますが，あわせて行政とその普及の問

題についても1つの考えが示されています。なお，『松くい虫の研究』に
つきましては，林試保護部遠田暢男氏にご指導の鞭をお願いいたしました

のであわせてご紹介いたします。

マツクイムシの研究（昭和49年度）

平生中学校大田誠

米村洋司

岡本聡

担当教諭藤木哲夫

動機および目的

私たちの郷土のマツが，また赤く

枯れはじめました。天然記念物「夫

婦松」も今年9月末には全郁枯れて

しまいました。去年私の姉たちがマ

ックイムシの研究をし，私たちもな

Iはじめに

山口県の森林面臘は，44万haで

そのうち松林が14万haを占めてい

る。

昭和50年度被害而祇は，松林の

1/4にあたる3万7¥ha,材職は発生

以来最間の6万3EFm8となった。

平生町は，山口県の東南部に位世

し，森林而職766ha,その被害は波

状的反復激害型を示し，ここ2，3

年で松は全滅の状態である。この赤

変する故郷の山が!:|』学校生徒らへ与

えた影騨も大きく，昭和47年度よ

り姉から弟へとその研究はうけつが

れたのである。生徒たちが，松くい

虫を研究しようとする純粋な研究

心．郷土愛は，それなりに高く評価

しなければならない。

これらの活動は山口県科学振興研

究発表大会で,48．49．50年度と連

続入覚（うち49．50年度は特選）

を得た。

ここでは49年度の発表要旨を紹

介します。

＊＊＊

図・Iマ i園：
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ア．国道2号線をさらに北に被害

がひろがった。

イ．被害地城を調べてみると年間

平均気温が15oC以上，年間降

水量が1,600mm以下であるこ

とがわかった。

2．マダラカミキリの幼虫・鋪・成

虫の調査

(1)調査方法

昨年，被害を受けた40本のマ

ツを5月15日から5日おきにマ

ツの材内にいる，幼虫・螂が合計

10匹（1回の採集数）になるまで

とりました。幼虫のいなくなる8

月終わりまで続けました。ザイセ

ンチュウの確認は，解剖顕微鏡で

洲くました。

(2)結果

ア7．8月に幼虫の死がいが急

に多くなった。

イ．マダラカミキリにセンチュウ

がつくのは白い岫が黄味かかる

ころである。

ｳ．鋪．幼虫の死亡率は52影,幼

虫のみでは54％であった。

ｴ．成虫脱出時期が，蝋の発生時

期と2週間のずれがある。

3．マダラカミキリの脱出調査

(1)調査方法

昨年被害を受けた56本のマツ

（長ざ80cmを2m3の金網の部

屋に入れ,5月10日から毎日脱出

数を調べました。

(2)結果と考察

図･3マツノマダラカミキリの脱出調査

●

(mm)

（℃）

40|(雲
ロ

可

15 30

一X

10 20

5 10

一一●
I0

、［Ｊ

ｎ
Ｕ
ｐ

5月1020316月1020307月1020318月（月/日）
5日I5255日15255日15255日

圃
型

遥
胤
嘱
聯
盤
雛
・

１

繭

7ケ

昭和49年5月24日16時晴天左まわりに脱出孔を大きくしていく。少しずつ休んで材を
かじる。かじった材は踊室の中へ入れる[左写真]･同日17時脱出すぐ飛び立たない
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ア．6月15日ころが脱出数がい

ちばん多かった。

イ．雌雄の数ばほとんど同数であ

った。

ウ．曇りの日で風が少しある日の

夜脱出することが多い。

エ．雨量の少ないとき脱出するも

のが多い。

オ．最初の脱,出は5月15口であ

った｡

力．脱出時期と8月ころから枯れ

が目立つ時期などから考えて，

ザイセンチュウが活動しやすい

温度は25｡Cくらいだと思われ

る。

4．マツ材の含水率とザイセンチュ

ウの関係

509の材をとり，含水率を出し

た。24％くらいの含水率でもセン

チュウが確認できた。

村のお稲荷さま

日本には，やおよるず（八百万）

の神というほどたくさんの神様があ

って，私たちはどの111様に，なやみ

やお願いごとをお祈りしたらよいの

やら戸惑うわけです◎だからこのご

ろでは,とんでもない神の社に"入学

祈願”だとか，好きな人にそいとげ

られるようにといったお願いをし

て，神様を困らせている様をいたる

ところで見かけます。

この写真は稲荷の社ですが，わが

国の神嫌のなかで，ひろく庶民に信

仰されているﾈ''1の代表としては，え

びす神と稲荷神で，えびす神は庶民

が現実の幸福を富に見いだそうとい

うことで広く信仰され商業神として

の性柊をおびていますが，稲荷のほ

うはもともと，春のはじめに山から

里にくだって、の神となり，その年

の稲作をまもって，秋のとり入れが

おわるとまた山に帰っていく山の神

の信仰にふかくつながっていたもの

です。だから今でも、のそばや薮の

かげに建てられた祠が多い。つまり

稲荷は田の神であったのですが，い

つからとなしに京都伏見の稲荷社の

信仰とかさなって性格がかわったわ

けです。そして神の使いとしてキツ

ネが取りあげられてからは，この神

の信仰は眼鏡かいものとなりまし

た。関西の山村ではキツネの鳴き声

でその年の吉凶や豊凶をうらなうと

いう習わしがあったからで，村では

油あげや赤飯をキツネに供えていま

す。

稲荷がmの神からほかの仕事にた

ずさわる人の信仰をあつめるように

なったのは，キツネの魔力で幸せを

つかもうという願望からで，いま

"合格祈願"を祈る学校生徒の心梢も

同じでしょう。

（只見・星三郎）

マツ 湧盤‘含水率

枯れた聯）
枯れたマツ
（1年）

半分枯れた
マツ

枯れていない
･マツ

大王松
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5．ザイセンチュウの分布状態

枯れかかっているアカマツ，完

全に枯れているアカマツ，完全に

枯れているクロマツ（5～6m)

を根から掘りとり，センチュウが

材のどのあたりにたくさんみられ

るか調べました。

ア．材のどの部分にもザイセンチ

ュウがいた。

イ・完全に枯れているマツは，上

部のほうに多くのザイセソチュ

ウがみられたヴ

ウ．枯れかかっているアカマツに

は，根に多くのセンチュウがみ

L～｡､し｡一一"可､ﾝv､－－山の生；一

率などに関係はないだろうか。

(3)被害の発生の仕方・発生源な

ど研究して発生の予測ができるよ

うにしたい。

(4)被害が火きくなる要因を考え

てみたい。

特に気駅と非常に関係があちよ

うに魁われるので，さらに他地

区との気象資料の比'陵分析をした

い。

(5)マツクイムシ被害跡地の植物

られた・

6．これからの研究の進め方

（1）マダラカミキリの生態調査・

脱出時期と気象条件などさらに研

究していきたい。幼虫が12月に

入っても踊室をつくらずに樹皮下

にいるものもある。幼虫の冬期観

察をしたい。

(2)ザイセンチュウがどういう形

で次の発生時まで残っているか研

究したい。冬季の気象や材の含水
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の研究をしてみたい。

(6)研究費料がほとんどないため

に，過去の研究資料を集めていき

たい。

この理科クラブ担当指導者藤本哲

夫先生は次のように言っている。

マツがなぜ枯れるのだろうかとい

うことから，次々と新しい問題が解

明され生徒たちも自然に接する機会

を得て大変勉強になった．何十本と

マツの木を切った苦しさ，休み返上

でがんばった研究だけに，これから

の人生経験にもプラスになることと

思う。

Ⅲあとがき

松くい虫防除事業は，被害のメカ

ニズム，これに対応する防除技術

が，すべての人々に理解され，また

これらのコンセンサスのうえに進め

られなければならない。

松くい虫防除事業という行政施策

を推進する場合その中核的役割をは

たすものは，教育（普及・指導）で

あるとすれば，今後の行政施策のひ

とつひとつが教育的価値観の優劣に

よって決定されなければならないの

は当然であろう。

普及（教育）のねらいは，技術・

知識の浸透をはかると同時にその対

象者が自己の意志によって活動する

ことである。地域と普及との密瀞を

図るうえでまた普及がより効果的に

行なえるために，行政施策の具体的

展開時における普及指導の位置づけ

を検討すべきではなかろうか。そう

い句た点から4カ年にわたり統けら

れた平生'l』学校の松くい虫の研究に

は，心から敬意を表するものであ

る。今後とも彼らへ暖かいご援助と

ご助言を賜りますようお願いいたし

ます。（山口県林政課）

■■＝‐寺今■＝‐
■■凸句■一一÷一や一一一一一一つ●令凸

〔評〕『松くい虫の研究」を読んて

遠田

松くい虫とは松に寄生するカミキ

リムシ，ゾウムシ，キクイムシ頬な

ど約70種を含功た総称であります。

これらの虫は松ヤニがたくさんIMる

健全木には産卵してもヤニに巻かれ

て繁殖することができず，なにかほ

かの原因で松が衰弱しないかぎり卵

からふ化して成虫になることができ

ません。

松はスギ，ヒノキなどがﾉI湾でき

ない，やせた土地でもよく生長し，

健全な松は少しぐらい枝や根を切っ

たり，樹皮の一部をはいだりしても

枯死することはありません。

この松が関東以西の本州・四国・

九州の太平洋岸に沿った広大な地域

で大量に枯死しているため，国立林

業試験場の研究者たちが共同でこの

原因を追究しました。

その結果，松を衰弱・枯死させる

犯人は人間や動物などの体内に寄ﾉ|竜

する回虫（かいちゅう）の仲間で，

体長わずか1mmくらいの線虫であ

ることがわかりました。

この線虫を健全な松に3,000～

10,000頭接種すると，夏季では約1

カ月くらいで針葉が赤くなり枯死し

ます。この恐ろしい真犯人がマツノ

ザイセンチニウで，松のような大き

な木を大量に枯らす線虫は世界的に

も例がありません。

マツノザイセンチュウは足も羽も

なく，何かほかの昆虫によって運ん

でもらわなければなりません。そこ

で，松くい虫を片っ端から1頭1頭

解剖して調べた結果，マツノマダラ

カミキリが運び屋鰈介昆虫）であ

ることがつきとめられました。

暢男

枯れた松の材内で爆発的に繁殖し

た線虫は，カミキリの蝿室周辺に集

まって冬をこし，翌春材内で成虫に

なったばかりで，まだ翅がやわらか

いカミキリの体表面に移り，呼吸気

管である気i!1から気管内に侵入しま

す-．外部に飛び川した時には，カミ

キリの体表面には線虫はみられませ

ん。解剖してみると体内の気管内に

びっしり線虫がつまっているように

はいってます。1頭平均1万頭，最

高25万頭もついていた例もありま

す。

枯死木から飛びだしたカミキリ

は，松の健全木の若い枝をかじり栄

謎をとります。この時，カミキリに

ついていた線虫は侵入したときとは

逆に気管から気門，そして体表面を

つたわってカミキリがかじった部分

から松の樹体内に移行します。

今まで元気だった大きな松が，短

期間のうちにヤニがとまり，衰弱し

ます。このころになるとマツノマダ

ラカミキリやほかの松くい虫が産卵

に集まり，その後急激に枯死するわ

けで，線虫とカミキリは共生関係に

あるといえます。

大切な松を枯らす凶悪犯人マツノ

ザイセンチュウ，それを健全な松か

ら松へと飛びながら伝播する運び屋

のマツノマダラカミキリ，この両者

の関係をいろいろ広い範囲にわたっ

て調べてあるので感心しました。今

後の調査に気をつけたほうがよいと

思われる点をいくつか蟹いておきま

す。

1）の被害状況については，せつ



▼

プエルトリコ短信(3)

畠村良二

当熱帯林業研究所はアメリカ合衆国の最南端に位徹す

る（領土的には政治的な難かしい位置にあるが）ことで

合衆国南部の植生等の関連と，南米の熱帯林のそれとの

比絞において，中継点的機能を有しているといえる。し

たがって情報の収集，提供に砿点をおいているため，南

米へ行くもの帰るもの，合衆圃へ行くもの来るものとい

った転勤が多いようである。そこで今回は，転勤に際し

て行なわれるパーティーの,牒子を紹介します。

カリフォルニアに転勤になる職員のために所長の家で

パーティーが行なわれた。時間は6時半からということ

であったが，みなまちまちに来ているようであった。も

ちろん結婚しているものは同伴であるが，女子職員の亭

主なるものは，どういう心塊にあるのか私には興味深か

った。私はまだ彼らの女房，亭主なるものに面識がない

ので，みな一通り紹介され，もっぱらハルユードゥを連

発していささかくたびれた。

小さなテーブルの上にはアイスポックス，グラス，ジ

ュースそして酒類がおかれ各人がそれぞれ好きなものを

取っての立ち飲み形式である。適当なグループが形成さ

れ，クッキーをバリバリ，ぺちやくちゃ，ガブガブとい

ったぐあいで雑然としている。時折，このパーティーの

主催者である所長，いわゆるホスト，ホステスなるもの

が腕に自慢のツマミを持ってうろうろする。日本でのキ

▼
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ヤバレーのホステスという用譜が，必らずしも間違いで

はないように思われた。ぱぜなら，今回のホステスもま

たサービスにあいつとめ，笑顔をたやさず，各人一人一

人に話しかけ，各人の話題にすみやかに溶けこみ，その

ホステスぶりをいかんなく発揮している。彼女はそのか

いがいしさを楽しんでいるようである。また全体的に日

水人の私は，女性のためのパーティーといった感想を持

った。やがて食事となり，Ⅲlとフォークをもって列をつ

くり,順番に思い思いの食べ物をⅢにのせる。そのあと，

ケストの栄転への辞令が統み上げられ，あとは帰りたい

ものは帰り，飲みたいものは飲み，踊りたいものは踊る

といった感じではてしなく続く。

おもしろいのは，数ﾉl俊，同じゲストに対してプエル

|､リコ人の主催によるパーティーがおこなわれたことで

ある。しかし前回のメンバーとは内容が異なり，プエル

トリコ人が半数以'1を占めるようになり，彼らにとって

ほんとうのリラックスしたパーティーというわけであ

る。それは始めから踊り狂うという感じでラテン色が強

くなる。私もこのほうが楽しめたが，ただほとんどスペ

イン語がつかわれるので，いささかつんぼさじきの感が

あった。中年以上で英譜が話せるものの多くは，朝鮮戦

争で大阪へいったことがあると言う。

筆者は国際協力事業団の依頼により，去る3月より2年間の

予定で，アメリカ合衆国林野庁熱帯林業研究所（プエルトリ
コ）に当会より派遣されました。当地での技術研修を含めて
いろいろな見聞をこの棚ではお伝えします。

かく3年間も調べたのですから，

澗査開始時の林の被害率,10m2

内の立木本数，毎年の被害本数な

どを表にすればもっとよく被害の

継過がわかりやすかったでしょ

う。また，海岸から内陸に向かっ

て彼書が広がっているようです

が，現在の発生限界が国道沿いに

あるようです。どうしてそれ以上

広がらないのか，気温と被害との

関係をさらにくわしく洲べてみて

ください。

2）の幼虫・蠣・成虫の洲査は大

変な仕事です。材内の幼虫・姉の

死亡率が非常に多いのにおどろき

ました。どんな状態で死んでいる

のか，病気か，ほかの昆虫(天敵）

によって捕食されたのか，死ガイ

をよく観察しまし"kう･

3）のカミキリの脱lll柵査は，夜

間や雨の日の観察など貴重な資料

ばかりです。何時ごろがもっとも

多く脱出したか，時間と気温との

関係を書けばもっとよかったと思

います。

4）の含水率と線虫の関係もよい

研究です。3年もたった古い木

や，線虫に対して強いといわれて

いる大王松には線虫がいないこと

がわかりました。また松の枯れが

進んでいくにしたがって含水率が

少なくなることもわかりました。

しかし，枯れていない松はどうし

て判定したのか，枯れた松（1年）

はカミキリが脱出したあとなの

か，その点もう少しくわしく説明

してほしかった。

5）の樹体内の線虫分布調査は非

常にむずかしい問題です。半枯れ

や,赤くなった木では根や幹,枝な

ど，どの部分の木片をとっても，

たくさんの線虫がでてきます。木

片･19(乾重量）から1,000頭も

でてきた例もあります。

（林試保護部昆虫科）
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2）社団法人日本林業経営者協会の2）日本林業技術協会岡山県支部の

依頼により，同会が実施する第27依頼により，昭和51年度課題研究

回林業視察（束郁・岐阜.）の講師と発表大会が9月7日開催され，入撤

して9月1～3口職間坂口勝美を派者4名に木部より賞品を贈呈した。
適した。 ＜草津保養所の休業につし､て＞

3）広島県佐伯郡廿日市町西山林業群馬県草津町にある本会の草津保
組合の依頼により，八郎杉造林を中養所は，内部整備その他の都合によ

心とした林業経営の搬師として，顧り本年11,12月の2カ月間休業いた

間坂口勝美を撒師として派遣した。します。悪しからずご了承下さい。

4）治山研究会近縦支部，三重県林し林業技術編集委員会q
業課の依頼により，治山研究会近畿8月19日（木）本会会議室にて開
支部技術検討会の識師として'0月催した。出席者：西口．増田､、中
7．8日本会理事調査部長梶山正之村．前、、只木．中野健）の各委
を派遣した。

貝と本会から小田・八木沢・伊藤

◎技術奨励9月14日（火）出席者：西口・増
1）帯広営林局の依頼により，同局田・背柳・杉原・中村・熊崎・中野
管内の，足寄実験林・川湯実験林の（達）の各委員と本会から小m・小
現地指導のため顧問松川恭佐が出張幟・八木沢・福井
した。

､一､〆ご一〆、J、＝、一、ダダ、〆、ダダ、〆、〆、／､／､〃､／､ノ、ヶL〃逮〆、〆､〆､ン､ノ､〆､〆､〆、グ、グ、ゾ、〆、〆､一

逆もどり。（福井）一"何かおいしいものが食べたいね”

口柿の実がたわわに色づくわけでもという事になり築地の江戸銀へ向か
なく，稲穂がこがれにたれさがるわう。どこから人がわいてくるのか老
けでもなく，青空までも濁っている若男女の山また山。たわいもない話
都会の秋は，ただ肌寒い風とともにの洪水で店内は活気づいていた。秋
やってくるだけのようです。なるほの夜長食通知ったかぶりなんていう
ど，これではふところ具合も寒く，のもおつなものではないか？
食欲ももうひとつというところで（畠中）
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◎人事

1）木会の福森理事長は，去る8月

30日開催の財団法人林野弘済会の

役員会において，同会の会長に選任

され，本会の理事長の職にあって，

兼務することになった。

2）本会指導部主任研究員柳沢聡雄

は東京農工大学農学部長より，昭和

51年度（昭和51年10月16日～昭

和52年3月31日まで）非常勤識師

の委嘱を受けた。

◎講師の派遣について

1）林業講習所の依頼により，同所

が行なう生産技術科研修コースの洲

師として，本会の技術開発部長代理

渡辺宏を9月20．21日派遇した。

屯＝ー、グシーレ､グダゼ

|塵噸瞳廼 ’
口秋です。さわやかな冷気が身にし

みる夜ともなると，そぞろ恋しくな

るモノがある。かぼそくなった虫の

声に耳を傾けながらというのも乙な

もの。世の中には奇特な人もいるも

ので，端国神社の清掃をかって出

た。酒を何千本か使ってヒノキ柱を

磨き上げるという。思わずノドが鳴

るような話…．．。艶が違うのだとい

うことだが，学校じヤ教えてくれな

かったナー。（八木沢）

ロ上野の秋は美術展から始まりま

す。口ごろ本誌の表紙・カツI､など

で，お世話になっている磯辺氏（二

科会会友・商業美術）の作品も都美

術館に掲げてありました。立派な広

い会場の中，貴族趣味にひたりなが

ら少壮気鋭な美術評論家になったつ

もりで見て歩くのも最初だけ，やれ

休憩所は出口はまだかと，小市民に

す。（伊藤）

□「時雨をいそぐ紅蕊狩，深き山路

を尋ねん」と戸隠に行ったことがあ

ります。鬼女にこそ会えなかったけ

れど，謡を口ずさみながら落葉散り

敏く山路を歩くと，その恰景が浮か

んでくるのです。ちょっといい気分

でした。「林間に酒をあたため，紅

葉を焚くとかや」といきたかったの

ですが，山火予知ポスターが目にち

らついたのであきらめたのでした。

（寺崎）

口秋分の日を前後していっそう涼し

さが増してきたように思う。音信の

とだえていた友人に連絡をとると一

’
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学算枕業耀営計
高井康雄博士
早瀬達郎博士
熊沢喜久雄博士

－
１

纒集委員長東大教授
同副委員長臘技研｛帳
同繧集幹事東大教授

ほか専攻

家185氏新刊
の共著

鳥取大学助教授栗村哲象博士著第3版
A5上越400"･iX130腕・定価2000円・送料200III植物栄養土壌肥料大事典

麗蝋劉暴蝋艘|鱒溌灘|譜送淵目 現時の物価騰勢に最も適合する新しい林業較利学

本諜は,従来の林illi算法較利学を徹底的に再検討し，

近年急速に発唆しつつある会計学，特に櫛理睦計諭

を参考とし，新しく林業管理会;1･論を体系化した新

鮮で,綱を1総論,2林業1IsI別管理会計論（林業安産

評il11",林業投資決定論),3林業総合管理会計にわけ

て説明すると共に，殊に類ili:にない林価騨法と一般

の不動産評llili法との関係を明かにし,また,一々 間遡

と解答を掲げて詳述してありますか!;，，林業家，学

生．技術家は勿論，農業経営研究家の必読誉。

森林計測学版
京郁府立大教授大隅真一博士･山形火牧授北村昌美博士

侭州大学教授菅原聡博士・他専攻家3氏共著

B5上製4iI0X･W164飯・定mi2800円・送料280py

森 林 十

従来の測樹学に最新の計測技術を導入した画期的傑作

京大名誉教授岡崎文彬博士綱著第2版

造園事典噌撚蕊灘
緒論(概念,範囲と分け方,小史,記号,爺と単位,恥1度そ
の他)，1樹木の測定(概説,幹形,伐採木の測定,立木の

測定,樹木の生長量の測定,樹木の璽量の推定)，

2紘分の計測(概説,林地面砿の測定,毎木調査による
林分材積の推定,標準地又は標本地による材械の推定，

プロ．ツトレスサンプリングに上る推定,航空写其によ

護識繍鶏繍獣聯灘淵IW"｡
準調査による森林菩砿の推定）
付録＝森林計測のための統計的基職,関係付表,索引。

京大協誉教授l剛崎文彬博士WB5判|製・

図説造園大要第8版難蝋纈
髄.埖本302n
・写奥3921111

・送料,･24011」

発行燕驚ﾘ淵鶚僻棚養寶堂
一一一Irg「宇可｡■●

最新刊待望の普遂に発刊

新編林材用語辞典懇2躯(〒実費）
収録用語2,800語，林業用語のみでなく，用材，建築，

土木関係用語迄網羅し，拙帯至便，業務必携として最適

近刊11月上旬刊行

昭和52年版林野小六法説，締(〒別）
50年版は好評裡に売切れ，引続き52年版目下編集中

新規登赦25件，削除15件，改正108件，乞御予約

林野弘済会の本を御利用下さい。

発行・発売元

腰林野弘済会
〒112束京都文京区後楽1丁目

7番12号林友ビル6階

振替口座東京195785番

1976年版日本林業年鑑
’1．．－r ､＝…＝一か…ごI

B4,500頁定価5,000円(〒実費）

鳥獣行政のあゆみ

1976年版林業統計要覧’
1知ざ－，t『一J，~孝一聿挿さ雲＝＝ー津司一一I

B6,240頁定価1,000円（〒実費）

鳥獣保護と狩猟に関する通達集
|企,。■一・…浄一毒一一巧私－1

A5加除式260頁2,500円(〒実費）

森林病害虫等防除関係法令集
1．－-寺弓.毎画凸紀舂…配…■ぐ･．．‐f一参一一一．I

B6,300頁定価600円(〒実費）

増補改訂版森林家必携
I口 些：雪一'-1｜

ポケット判850頁2,000円(〒実費）

林野土壌とそのしらべ方
1珪一一一一EI

A5,240頁定価1,200円(〒実費）

鳥獣法関係問答集
I‐坐 画．u1

B6,150頁定価200円(〒実費）

手。~”ず茎呉ご一＝‐･I

B5箱入570頁定価2,500円(〒実費）

日本の狩猟獣
’1．，’,．．・饗瞥蓉郡J:笛,．-剰起丞厩麺引

A5,155頁定価800円(〒実費）
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〒162東京都新宿区
市ケ谷本村町28
ホワイトピル

日本林業調査会
電話（269）3911番
振替東京6-98120番
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財団法人水利科学研究所

水利科学研究所発行の参考書について
下記参考書は執務の傍らハンドブックとして良書であります。

水利科学製蕊製驚鯉水経済年報罫鰯職1鰯驚リ森林の社

会的機能評価の試み郷盤鞘畿競R地下水資源の開発と

保全識鰕,蕊過疎と森林の生態学鵜臘豐治水長期計画

の歴史識釧‘蕊大規模林道開発と地域開発鵜裟蹴蕊北

海道の防風，防霧林罐鰡隙蕊戦後林政の推移撫蝋譲
水文用語集鳶蝿鍔熱鵜：
申込先〒112束京都文京区後楽1－7－12(林友ビル)財団法人水利科学研究所髄話03-816-3391振替東京28224
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破れない第二原図用感光紙 破れない合成紙

冒茂フゾ勺‘月ノロ。 _司曼〃U2

強靱性・寸法安定性・平面性・保存性・耐久

性のすぐれたポリエステルフイルムペースの
ケミカルマツト加工をした製図用合成紙

強度・感度・透明度・寸法安定性・製図適性
仕上り、すべてに優れだ製品

●蒸気機関車にも似て、ダイナミ､ソクな扱いにも、水
ぬれにも、びくともしない美しい仕上げ。仕事の合理

化スピードア､ソブに御利用下さい。

●本社東京都新宿区新宿2－7-ITELO3(354)0361〒160
・大阪TELO6(772)1412･名言屋TELO52(822)5121■一

札幌TELOII(631)4421.掘岡TELO92(271)0797．看玉TELO488(24）i255
広島TELO822(61)2902・仙台TELO222(66)0151沖繩TELO988(68>56I2
アメリカきもと（ロスアンゼルス）･スイスきもと（チューリッヒ）

囮株式会社きもと
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	表1

	表2

	1976年10月号目次

	論壇_林業研究の国際化

	第16回ユフロ世界大会_大会運営準備を中心に

	第16回ユフロ世界大会_ノルウェーを訪ねて

	第16回ユフロ世界大会_フィヨルドと森林と

	林業における遺伝資源保全思想の変遷

	六甲の治山-山本吉之助氏を訪ねて

	私の旧道散歩-魏志倭人伝の道

	大自然との接点-青函トンネル2

	植物の性12カ月Ⅶ_胚のうはその時

	技術問題再見_北海道の野ねずみ対策

	農林時事解説_昭和52年度林野関係予算要求の重点事項／統計に見る日本の林業_木材(用材)供給量の推移について／現代用語ノート_食料戦略

	ミクロの造形／本の紹介_独和・和独林業語彙／こだま_沖縄の森林造成

	Journal of Journals

	技術情報

	会員の広場_ある中学校理科クラブ『松くい虫の研究』の紹介

	山の生活

	(評：『松くい虫の研究」を読んで)

	プエルトリコ短信3

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


